2016年6月15日~16日
しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

沖縄に呼応　国会前でも大行動　実行委が会見　１９日、全国３２カ所で
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（写真）沖縄県民大会に呼応する６・19大行動について説明する各氏＝15日、衆院第２議員会館


　「戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」と「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会は１５日、衆院第２議員会館で記者会見し、「怒りと悲しみの沖縄県民大会に呼応する、いのちと平和のための６・１９大行動」と全国で取り組まれる集会、デモについて説明しました。

　大行動は、米軍属による女性暴行殺人事件に抗議する県民大会を開く沖縄に連帯し、１９日午後２時から国会正門前を中心に行われます。犠牲となった女性に哀悼の意を表す１分間の沈黙の後、オール沖縄会議が発言。民進党、日本共産党、社民党、生活の党の国会議員があいさつします。全国３２カ所で行動が組まれています。

　国会包囲実行委員会の青木初子氏は「総がかり行動のみなさんとともに、大行動をできることはありがたい。ともに頑張っていきたい」と表明しました。

　総がかり行動実行委員会の福山真劫（しんごう）氏は、大行動に民進党が参加するのは市民連合と４野党党首との政策合意に沖縄の課題が入ったからだと指摘。「何としても辺野古新基地建設阻止、基地縮小・撤去、日米地位協定改定を勝ち取りたい」と述べました。

　同実行委の東森英男氏は、「沖縄県民の圧倒的な意思を無視し、憲法や地方自治に逆行する事態を、これからのたたかいで大きく変えていきたい」と語りました。

しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

６・１９沖縄県民大会　事件に抗議、追悼　米海兵隊撤退を決議へ　午後２時から

　元米海兵隊員の軍属による女性暴行殺人事件に抗議し、海兵隊の撤退・日米地位協定の改定などを求める沖縄県民大会が１９日午後２時から、那覇市・奥武山（おうのやま）公園陸上競技場で開かれます。

　主催する「オール沖縄会議」は５万人の参加を目指し、基地あるがゆえに続く事件に対する県民の追悼・抗議の意思を示す考えです。

　主催者は翁長雄志知事をはじめ、県内の全首長、国会議員・地方議員や政党・団体や個人に参加を呼びかけます。ただ、自民党は１４日、不参加を表明。公明党も不参加の方針です。

　大会決議には、５月２６日の沖縄県議会決議を踏まえ、(1)在沖米海兵隊の撤退(2)普天間基地の閉鎖・撤去と県内移設の断念(3)日米地位協定の抜本的改定(4)遺族と県民への改めての謝罪と完全な補償―の４点が盛り込まれる見通しです。

　採択された決議は、２３日の「慰霊の日」に行われる式典に参加する関係閣僚に手渡すか、２０日か２１日に上京して日米両政府に手渡す方針です。

　大会は雨天決行。犠牲になった女性への哀悼の意を示すため、黒い服装か黒いリボンなどの着用を呼びかける考えです。

安保法忘れない　成立後の京大有志声明、いまも朗読続く
朝日新聞デジタル小河雅臣2016年6月15日15時10分
　安全保障関連法が施行されてから２カ月が過ぎた。昨年の夏、議論が深まらないまま成立を急ぐ政権に疑問を投げかけた「自由と平和のための京大有志の会」の声明書。成立後につづられた二つ目のメッセージへの共感が今、じわりと広がっている。
■フェイスブック「いいね！」３万件
　「自由と平和のための京大有志の会」は安保法が国会で審議されていた昨年７月、１１人の教員と学生グループが集まって立ち上げられた。「戦争の愚かさや平和、自由の大切さについて『市民目線』で考えていければ」。こう考えた藤原辰史（たつし）さん（３９）＝人文科学研究所准教授＝が草稿を書いたのが「戦争は、防衛を名目に始まる」で書き出した声明書だった。

「あしたのための声明書」


　声明書はインターネットや口コミで広がっていき、賛同する人たちが急増。フェイスブックで賛意を示す「いいね！」は最大３万件に達した。背景には、憲法学者らから「集団的自衛権の行使を認める安保法案は憲法違反」との指摘を受けながら、成立に向けて突き進む安倍政権への不満や疑念があった。
　だが、安保法は声明書ができてから約２カ月後の昨年９月１９日に成立した。
　あきらめてはいけない――。京大有志の会はその日のうちに、藤原さんが草案をまとめた「あしたのための声明書」をホームページで公開した。
１８歳の政治とは？　「解決へ希望が見えれば関心持つ」
朝日新聞デジタル貞国聖子 秋山訓子2016年6月15日15時16分

ワタシの歩み










　テレビには、国会前で「選挙に行こうよ」とコールする若者たちの姿が映し出されていた。キラキラ活動しているのって同世代の１％だよなあ――。
　《ぶっちゃけ、同じ年代で選挙のことなんてほとんど話したことがない》
　神奈川県逗子市の高校３年生風間一樹さん（１８）は、自身の思いを書き込んだ。「偏差値４０台の高校に通う高校生のブログ」と題し、１カ月で１０万ビューを集める。地方と首都圏の教育の違いを知ろうと愛知県碧南市の女子高校生と話したり、東大生と話したり。独自の動画も載せる。
　夏の参院選までに１８、１９歳になる人を対象にした朝日新聞の全国世論調査で、参院選に「関心がない」と答えた人は６割近い。
　風間さんが１８歳選挙権の話題を振ってみても、「え？　それよりスマホのさぁ」。話すことと言えばゲーム、恋愛の話ばかりだ。
安保・憲法で持論貫く＝与野党論議の機運後退－検証・安倍政権【１６参院選】
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　集団的自衛権の行使に道を開くため、歴代内閣が築き上げた憲法９条の解釈を変更し、安全保障関連法を成立させた安倍晋三首相。野党や憲法学者の反論を突っぱね、自らの主張を押し通した。首相は宿願の憲法改正に向けて執念を燃やす一方、野党第１党を批判、挑発。幅広く合意形成する環境を自ら閉ざしているようにも見える。
　◇法制局の壁、人事で崩す
　「昨年、平和安全法制を成立させた。日米同盟は絆を強くした。日本の平和はさらに確固たるものとなった」。首相は参院選の遊説先で、安保法制の意義を説く。これに対し、民進党の岡田克也代表は「立憲主義と平和主義への重大な挑戦」と指弾する。「反安保法」が立場の違う野党を結束させ、共闘を後押ししたのは間違いない。
　安保法をめぐる衆参両院の特別委員会での審議は計２１６時間に及んだが、論戦はかみ合わなかった。首相は中国や北朝鮮が軍事的緊張を高めていることを挙げて「抑止力」としての必要性を強調。昨年６月の衆院憲法審査会では、参考人の憲法学者全員が安保法を「憲法違反」と指摘したが、首相は専門家の意見を退け、安保法整備へ突き進んだ。一部の野党と修正協議には臨んだものの、野党第１党の民主党（現民進党）と接点を探る場面はなかった。


参院平和安全法制特別委員会で安全保障関連法案の採決が強行され、もみ合う民主党（当時）の小西洋之氏（左上）と自民党の佐藤正久理事＝２０１５年９月１７日、東京・国会内
　法制化の前提となった憲法解釈の変更に立ちはだかったのは、内閣法制局だった。首相は自らの考えに近い外務省出身者を内閣法制局長官に起用する異例の人事を行い、難関突破につなげた。ただ、こうした強引とも言える手法には、自民党内からも「相撲の行司役がまわしを付けて土俵に上がってしまった」（ベテラン）と苦言が呈された。
　◇民進は態度硬化
　「憲法に指一本触れてはならないという空気を醸成し、思考停止に陥ることはあってはならない」。首相は先の通常国会で、独自の憲法改正案を持たない民進党を挑発する発言を繰り返した。首相は、野党第１党との合意形成よりも、改憲に前向きな、おおさか維新の会などの一部野党の協力に期待を寄せている。
　ただ、改憲の優先順位や具体的な手法に関しては生煮えだ。最大の眼目は憲法９条で、首相は今年の憲法記念日に改憲派が開いた集会に送ったビデオメッセージで、「今の憲法には自衛隊という言葉はない。『自衛隊は違憲かもしれない』と思われているままでいいのか」と語り、９条見直しに意欲を示した。
　だが、首相側近は「憲法９条をすぐに変えられるなんて思っていない。２０年後でも難しいだろう」と指摘。実現可能な項目は何なのか、探っているのが実態だ。
　第２次政権でまず照準に合わせたのは、改憲発議に必要な衆参の議員数を「３分の２以上」から「過半数」に引き下げる９６条改正。旧日本維新の会も賛同していたが、連立与党の公明党が慎重論を唱え、立ち消えとなった。
　自民党内には、突破口として緊急事態条項の新設を挙げる意見が多い。大規模災害への対応の必要性は多くの政党が共有しており、首相も昨年１１月の国会答弁で、緊急事態条項を「極めて重く大切な課題だ」と表明した。ただ、自民党が野党時代の２０１２年に公表した憲法改正草案には私権の制限も盛り込まれているため、民進党など野党側は態度を硬化させている。
　「今の憲法９条を当面変える必要がないと思っている。だから案はない。今の憲法でいい」。５月１８日の党首討論で岡田氏は、独自の改憲案を示すつもりがないのか首相に問われてこう断言。民進党内の保守系議員を驚かせた。同党は安倍政権下での改憲には反対する方針で、与野党を挙げ憲法論議を交わす機運は大きく後退した。（時事通信2016/06/15-14:16）
海上自衛隊などと共同訓練の米空母が訓練公開
NHK6月15日 21時19分
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日本やインドとの共同訓練に参加するため沖縄の沖合に派遣されたアメリカ軍の空母が１５日、報道陣に公開され、部隊の司令官は「海の安全保障は３か国にとって大変重要で、訓練を通じて関係を強化したい」と述べ、連携の意義を強調しました。
公開されたのは、アメリカ海軍の原子力空母「ジョン・ステニス」です。
ステニスはアメリカ西海岸が拠点で、海上自衛隊やインド海軍との共同訓練に参加するため沖縄の沖合に派遣されました。
１５日は、沖縄本島の東およそ３００キロの海域で訓練の様子が公開され、ＦＡ１８戦闘攻撃機やＥ２Ｃ早期警戒機などが発着を繰り返していました。ステニスは、ことし２月から西太平洋などに派遣され、中国が人工島を造成するなど海洋進出を進めている南シナ海では、人工島の周辺などで艦艇を航行させる「航行の自由」作戦にも関わってきました。
アメリカ海軍第３空母打撃群のマーカス・ヒッチコック司令官は、「海の安全保障は３か国にとって大変重要で、訓練を通じて関係を強化したい」と述べ、連携の意義を強調しました。
また、ステニスが、南シナ海から沖縄沖に展開する際には中国海軍の艦艇から追尾され、１５日も１０数キロ離れたところを航行していたということです。これについて、ヒッチコック司令官は「軍艦どうしの慣習に従って、適切に対応を続けている」と述べました。
共産・志位氏「反共攻撃は日本の平和に対する攻撃」
朝日新聞デジタル2016年6月15日20時28分
　■志位和夫・共産党委員長
　安倍（晋三）首相は最近の演説の中で「気をつけよう、甘い言葉と民進党」とまで言った。いやしくも一国の首相が天下の公党に対してこのような低次元の誹謗（ひぼう）中傷をやるべきではない。それはまともな政策論争ができない、国民に訴えるべき政策がないことを自ら告白するものではないか。政府与党による野党共闘攻撃、反共攻撃は日本の平和と民主主義、国民生活に対する攻撃にほかならない。同時に彼らがいかに野党と市民の共闘を恐れているかを示すものにほかならない。（党本部での集会で）
産経新聞2016.6.15 21:54更新 
【２０１６参院選】安倍首相の民共批判は「民主主義への攻撃」　共産・志位氏が“珍説”

共産党の志位和夫委員長（斎藤良雄撮影） 
　共産党の志位和夫委員長は１５日夕、党本部で開いた「参院選必勝・全国決起集会」に出席し、安倍晋三首相が民進党と共産党の共闘を批判していることに関して「野党共闘攻撃、反共攻撃は日本の平和と民主主義、国民生活に対する攻撃にほかならない。断固として打ち破る」と決意を語った。
　志位氏は「首相は野党共闘に深刻な危機感を燃やし、連日のように攻撃を行っている」と指摘。さらに首相が「民進党と共産党が一緒になってどんな経済政策ができるのか。対案を聞いたことがない」と発言していることに対して「野党４党は経済分野でも共通政策を豊かに発展させている」と反論し、具体的な政策を列挙した。
　その上で「首相は聞いたことがないのかもしれないが、すべて天下に明らかにしていることだ。人を攻撃するときは、調べてからものを言うべきだ」と攻撃した。
　また、野党４党が求めている安全保障関連法の廃止により、首相が「日米同盟の絆が壊されてしまう」と主張していることには、「日米同盟のためなら日本国憲法を壊していいのか。そんな権利は誰にも与えられていない」と訴えた。
　党綱領で共産党が日米安保条約廃棄や自衛隊解消を明記していることに関し、首相が「政策の違うものが選挙協力をやるのは許せない」と述べていることについては、「野党は安保法制廃止、立憲主義を取り戻すという大義のもとに結束している。あれこれの政策の違いを横に置いてでも最優先すべき仕事だ」と強調した。さらに「許せないというならば、戦争法の強行によって立憲主義を壊した安倍政権こそ許せないと言わなければならない」と訴えた。
　志位氏は、首相が最近の街頭演説で繰り返し「気をつけよう、甘い言葉と民進党」と主張していることについても、「一国の首相が天下の公党に対してこのような低次元の誹謗中傷をやるべきではない。まともな政策論争ができず、国民に訴えるべき政策がないことを自ら告白するものではないか」と語った。
　志位氏は約１時間にわたる演説の最後で「いま日本の政治は戦後かつてない歴史的な分かれ道に立っている。安倍政権がもくろむ独裁政治と戦争国家への道は共産党の存在意義にかけて絶対に許してはならない」と主張。「自公とその補完勢力を少数に追い込めば、参院選であっても安倍政権は総辞職になる。もうあの顔を見なくてもよくなる」と締めくくった。
産経新聞2016.6.15 17:23更新 
【舛添知事辞職へ】「４野党で候補を」　共産・志位氏、独自にこだわらず
　共産党の志位和夫委員長は１５日、政治資金問題で東京都の舛添要一知事が辞職願を提出したことに伴う都知事選の対応について、参院選で共闘する民進党など野党４党の枠組みで候補者を擁立する意向を示した。党本部で記者団に「『４野党プラス市民』の枠組みを大切にしてベストの候補者を擁立すべく努力したい」と語った。
　志位氏は共産党独自の候補者擁立にはこだわらない考えも表明。自民、公明両党と野党による「相乗り候補」の擁立に関しては「野党が協力して候補者を擁立して都政を刷新する必要がある」と否定した。
　また、「舛添氏を知事に担ぎ出し、全面支援した製造者責任が厳しく問われる」と自公両党を批判し、参院選と連動させて都知事選でも与党との対決に意欲を示した。
　志位氏は舛添氏について「辞職は当然だ」と指弾。「国政でも都政でも清潔で信頼できる政治への刷新を求めて戦っていきたい」と語った。
しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

野党共闘勝利と党躍進で日本政治の新しいページ開こう　共産党が参院選必勝・全国決起集会　情勢は劇的に変化可能性くみつくす大奮闘を

	（写真）報告する志位和夫委員長＝15日、党本部
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（写真）参院選勝利に向け「がんばろう」とこぶしをあげる全国決起集会参加者＝15日、党本部

	


　日本の命運がかかった参院選の公示日まで１週間となった１５日、日本共産党は党本部で「参院選必勝・全国決起集会」を開きました。志位和夫委員長が報告に立ち、野党と市民の共闘の成功、日本共産党の躍進という参院選の「二大目標」に向けた条件と可能性を詳しく示し、「新しい政治、新しい政府をつくる、歴史的チャンスが目の前に広がっています。この歴史的チャンスを必ずものにしよう。日本の政治の新しいページを開こう」と全党と後援会の総決起を呼びかけました。全国の党員や後援会員らが党内通信や党のホームページから視聴しました。



志位委員長が報告

　志位氏は、野党共闘の前進、政治論戦、政党対決の構図という三つの角度から勝利と躍進の可能性を明らかにしました。

　野党共闘の前進では、４野党が「安保法制廃止、立憲主義回復、安倍政権打倒」を旗印に３２の１人区のすべてで統一候補を実現させるとともに、安保法制以外の分野でも「共通政策」を豊かに発展させ、「その気になれば、政権を担えるくらい共闘を進化させつつある」ことを指摘。この前進が国民の中に「政治は変えられる」との希望を呼び起こすと同時に、国民と日本共産党との関係を劇的に変えつつあることを示し、「この可能性をくみ尽くす大奮闘で党の躍進を必ず勝ち取ろう」と訴えました。

　野党共闘の勝利に力を尽くすことが党への国民の信頼と共感を広げ、党躍進の条件を広げることになると述べ､共闘の勝利と｢比例を軸」にした党の躍進を一体的に追求し、相乗的に推進するよう呼びかけました。

　政治論戦をめぐって、志位氏は、今回の参院選では、争点として安保法制＝戦争法をはじめとした「安倍暴走政治」の全体が問われるとして、党の躍進で審判を下し、チェンジの意思を示そうと強調。同時に批判とともに対案を語り、「政治は変えられる」という希望を語ろうと語りました。

　野党共闘の前進のために、「戦争法廃止の国民連合政府」の提唱と、１人区での「思い切った対応」という「二つの決断」をした党の値打ちを語り、「力あわせ、未来ひらく」党をさらに大きくという訴えを広げようと訴えました。

　安倍首相による野党共闘攻撃・反共攻撃に３点にわたって反論するとともに、こうした攻撃は日本の平和と民主主義、国民生活に対する攻撃にほかならないと指摘。断固として打ち破る先頭に立つ決意を表明しました。

　政党対決の構図をめぐっては、「自公と補完勢力」対「４野党プラス市民」が浮き彫りになっていると強調。これは１９８０年から２０１４年まで続いた「日本共産党を除く」という「壁」が完全に崩壊したことを意味するとして、「壁」を取り除いたのは戦後かつてない新しい市民運動の力であり、党の不屈のたたかいが新しい時代を開いたことを力説し、「こんなにたたかいやすい、やりがいのある、こんなに面白い選挙はないではありませんか」と呼びかけました。

　その上で選挙戦をどうたたかうかをめぐり、(1)比例目標に「魂」を入れ、本気でやり抜く(2)市民・国民とともにたたかう壮大な選挙戦を発展させる(3)いまの活動のギアを切り替え、その規模とテンポを大飛躍させる―の３点を強調。最後に志位氏が「独裁政治と戦争国家への道は党の存在意義にかけて絶対に許してはなりません」「みんなが立ち上がり、みんなで力を合わせて、選挙に勝ち、日本の政治の新しいページを開こう」と力を込めると、参加者は大きな拍手で応えました。

しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

参院選必勝・全国決起集会志位委員長の報告
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（写真）報告する志位和夫委員長＝15日、党本部


　日本共産党の志位和夫委員長が１５日の参院選必勝・全国決起集会でおこなった報告は次のとおりです。



　お集まりのみなさん、インターネット中継をご覧の全国のみなさん、こんばんは。みなさんの日夜をわかたぬ奮闘に心からの敬意を申し上げるとともに、熱い連帯のあいさつを送ります。

　私は、全国決起集会への報告をおこないます。

日本の命運がかかった歴史的政治戦――　一日一日の奮闘が勝敗を分ける

　参議院選挙の公示日まで１週間、投票日まで２５日となりました。今度の参議院選挙は、文字通り日本の命運がかかった歴史的政治戦であります。これから２５日間、私たちの一日一日の奮闘が、その勝敗を分けることになります。

　まず冒頭に、参議院選挙で、野党と市民の共闘を必ず成功させる、日本共産党の躍進を必ずかちとるという、二つの大目標を、全党と後援会の力を一つに集め、広く市民・国民と手を携えて、何としてもやりぬく決意を、みんなで固め合いたいと思います。

　参院選に先立つ政治戦で大きな朗報がありました。６月５日、投開票された沖縄県議会議員選挙で、翁長知事を支える与党勢力は２４議席から２７議席に躍進、大勝利をかちとりました。日本共産党は５議席から６議席に躍進、過去最高の議席を得て、県政与党第１党となりました。この勝利は、「基地のない平和な沖縄」をめざすたたかいにとっても、参議院選挙にとってもきわめて大きな意義をもつものであります。沖縄のこの勝利を、参議院選挙で、全国の勝利へと広げようではありませんか。

　政治資金の不正支出疑惑などで世論の厳しい批判が集中している東京都の舛添知事が、追い詰められて辞職を表明しました。辞職は当然であり、これは世論の画期的勝利であります。この問題では、舛添氏を知事にかつぎだし、全面支援した自民、公明の「製造者責任」が厳しく問われます。さらに甘利元大臣の口利き疑惑の問題も含め、自民党の根深い金権体質が問われます。参議院選挙、都知事選挙と連続選挙になりますが、日本共産党は、国政でも、都政でも、金権政治を一掃し、清潔で信頼できる政治への刷新を求めて、奮闘するものです。

　参院選をたたかう方針は、すでに５中総決定で明らかにされています。報告では、それを前提に、全国の党員と後援会員のみなさんが、次の三つの角度から勝利と躍進の可能性をつかんで、総決起することを訴えたいと思います。

一、野党共闘の前進と情勢の劇的変化――可能性をくみつくす大奮闘を

野党共闘の到達点――日本の戦後政治史でも初めての画期的なたたかいに

　第１の角度は、野党共闘の前進という角度であります。

　この参議院選挙は、時の政権を打倒することを正面の目標に掲げて、野党と市民が全国的規模で選挙協力をおこなって国政選挙にのぞむという、日本の戦後政治史でも初めての画期的なたたかいとなっています。

　私たちは、全体の勝敗の帰趨（きすう）を左右する１人区で選挙協力の努力を重ねてきましたが、「安保法制廃止、立憲主義回復、安倍政権打倒」を共通の旗印に、全国３２の１人区のすべてで野党統一候補が実現しました。香川県では、日本共産党のたなべ健一候補が、野党統一候補となりました。ここまで前進するとは、私自身、正直に言って、この方針に踏み出したときには想像もできなかったことであり、うれしい想定外であります。市民の運動の後押しがあったからこそ、さまざまな困難を乗り越えて前進することができました。

　野党４党は、安保法制以外の問題でも、この間の野党党首会談、野党が共同提出した１５本の議員立法、「市民連合」との政策協定の調印などをふまえ、暮らし、民主主義、憲法など、国政のさまざまな分野にわたって「共通政策」を豊かに発展させています。その気になれば、政権を担えるくらい、野党共闘は進化しつつあります。

　全国各地で、野党と市民が肩を並べてともにたたかうなかで、相互の理解と信頼が深まっています。６月３日、香川県の日本共産党松原県委員長と、民進党小川県連代表が交わした「基本的事項の確認書」には次のように明記されています。

　「野党４党の共闘路線を重視し、有権者の正しい理解を求めるため、……両者は０４年共産党新綱領の趣旨に従い、……以下を確認する。

　１、今日の日本社会に必要なのは社会主義的変革ではなく、資本主義の枠内での民主的改革であり、私有財産の保障が基本となる。

　２、平和外交を重視するが、日米安保条約の廃棄や自衛隊の解消という共産党の政策は野党共闘に持ち込まない。

　３、天皇制を含めた現行憲法の全条項を守る。天皇制のあり方は、国民の総意によって決せられるものである。

　４、一党独裁制を否定し、議会制民主主義及び選挙による政権交代制を堅持する。

　５、地方自治の確立、労働基本権の擁護、男女平等、信教の自由及び政教分離原則の徹底を図る」

　党綱領の立場に、他党から共感や信頼が寄せられるところまで、野党共闘が進化していることは、たいへんうれしいことではありませんか。

　もちろん、野党統一候補の実現は、スタートラインに立ったにすぎません。自民党相手の一騎打ちで勝利することは容易ではありません。野党４党が本気で結束し、市民と心一つに頑張りぬき、１足す１が２でなく、３にも４にもなるたたかいをやり、３２の１人区のすべてで自民党を打ち負かすために全力をあげて頑張りぬこうではありませんか。

国民のなかに希望をよびおこし、国民と党との関係が劇的に変わりつつある

　野党と市民の共闘の前進は、情勢の激変をつくりだしています。

　野党共闘の前進は、国民のなかに「政治は変えられる」という希望をよびおこしています。

　一昨日（１３日）、「しんぶん赤旗」の読者から、次のようなメールが寄せられました。「自覚的に日本政治と関わって４０年、こんなにワクワクした展望溢（あふ）れる選挙は２１世紀に入って初めての様な気がします。１３年、１４年の躍進した選挙でもワクワクしたのですが、今回はレベルが違います。日本中が改革の嵐にあるような気がします。……《市民革命》の一端に参加する喜びをかみしめています。比例区複数区での日本共産党の躍進・３２の１人区での野党統一候補の勝利を祈念します。日本近現代史に特筆される希代の《市民革命》の勝利に貢献できることを誇りに思います！」

　野党共闘の前進によって、国民と日本共産党との関係が劇的に変わりつつあります。「踏み出してみるとびっくり、やればやるほど面白い」――こうした声が、宣伝や対話に足を踏み出した支部や党員から共通して寄せられています。

　神奈川県のある支部の党員は、「あらゆる結びつきで訴えよう」の呼びかけに応えて「私は毎年１００枚の年賀状を出している。この全員に声をかけてみる」と決意、実際に対話してみたところ、何と６７人が党を支持してくれたとのことです。

　福井県のある支部の党員は、「マイ名簿」を中心に約１０００人と対話、驚くことに８割以上が支持してくれました。次のように感想を語っています。「選挙協力を共産党が提案したときは、自分も１人区ですべて統一できるなんて信じられませんでした。こんな情勢の急激な発展は経験したことがありません。『マイ名簿』での対話を通じて、いま強く思うのは、『対象者を選んであたる』という考え方はもう古い、ということ。もう共産党は蚊帳の外じゃないのだから。少しでも面識のある人に声をかけないのは、本当にもったいない。買い物に行ったお店で若い店員さんも、『共産党は候補者おろして偉いじゃない。３２全部で野党が共闘するなんてすごい』と感動していました」

　日本共産党の演説会がこれまでになく大盛況で熱い。参院選直前の全国遊説（３月～６月１２日）は、全国４７都道府県１９４カ所で開催、参加者総数は１８万３千人となっています。これは躍進した２０１４年の総選挙直前の全国遊説（１４年１０月～公示前日の１２月１日）の２倍におよびます。多くの演説会が、たいへん明るく、活力と熱気あふれるものとなっていることが特徴であります。

　いま、多くの国民が、野党共闘で日本共産党が果たしている役割に注目と評価を寄せ、「共産党を見直した」「共産党の話を聞いてみたい」という流れが起こりつつあります。こうした変化は、１人区はもとより、全国どこでも起こっています。

　全国どこでも、野党共闘がどうなっているのか、日本共産党はどういう役割を果たしているのかを大いに語ろうではありませんか。まさに、「ワクワクした展望あふれる選挙」です。いま生まれている新たな可能性をくみつくす大奮闘で、日本共産党の躍進を必ずかちとろうではありませんか。

野党共闘の勝利と、「比例を軸」にした日本共産党躍進を、一体的・相乗的に推進する

　選挙戦では、野党共闘の勝利と、「比例を軸」にした日本共産党の躍進を一体的に追求するという姿勢を、最後まで堅持して頑張りぬきます。

　わが党は、野党共闘の勝利のために、真剣かつ誠実に力をつくします。３２の１人区では、野党統一候補が、無所属の候補者であれ、民進党公認の候補者であれ、わが党自身の候補者として、勝利のために必要なことは何でもやるという姿勢で頑張りぬきます。

　同時に、野党共闘は、１人区だけの問題ではありません。比例区、複数区においても、私たちは、野党共闘の精神でたたかいます。ここでは、「野党は競い合って、自公とその補完勢力を少数にする」ことを野党４党で確認しています。ここでのたたかいは、１人区のような統一候補という形ではありませんが、「自公とその補完勢力を少数にする」という野党共通の目標を実現するために、それぞれが「競い合って」勝利をめざすという姿勢を貫きます。政治論戦においても、野党がそれぞれの立場で「自公とその補完勢力」を批判し、孤立させ、共同して倒していくという姿勢を貫きます。

　日本共産党が、１人区でも、比例区、複数区でも、野党共闘の勝利という大義のために、真剣かつ誠実に力をつくすことは、わが党に対する国民の信頼と共感を広げ、日本共産党の躍進の条件を大きく広げることになるでしょう。

　同時に、「比例を軸」にした日本共産党躍進の大波をつくりだすことは、３２の１人区で野党統一候補が勝利する条件を広げるとともに、比例区、複数区を含む選挙戦全体で「自公とその補完勢力」を少数に追い込むうえで、絶対不可欠であります。

　野党共闘の勝利と、「比例を軸」にした日本共産党の躍進という二つの大目標を、一体的に追求し、相乗的に推進するよう、知恵と力をつくそうではありませんか。

二、政治論戦――安倍政権を追い詰め、日本共産党躍進をかちとる攻勢的論戦を

　第２の角度は、政治論戦という角度であります。

　６月９日に発表した参議院議員選挙政策「力あわせ、未来ひらく」を縦横に活用し、安倍政権を追い詰め、日本共産党躍進をかちとる攻勢的論戦をおこなうことを呼びかけます。いくつかの重視していただきたい点について報告したいと思います。

参院選の争点――「安倍暴走政治」の全体にノーの審判、チェンジの意思を示す選挙に

　一つは、参院選の争点は何かという問題です。

　安倍首相は、「アベノミクス選挙」だと繰り返しています。もちろん「アベノミクス」の是非は大争点の一つです。しかしそれだけに争点を狭めるわけには決していきません。安倍首相は、２０１３年７月の参院選を「アベノミクス」一本にしぼってたたかい、多数の議席を得ました。やったことは秘密保護法、集団的自衛権行使容認の「閣議決定」の強行でした。２０１４年１２月の総選挙も「アベノミクス」一本にしぼってたたかい、多数の議席を得ました。やったことは憲法違反の安保法制＝戦争法の強行でした。首相は、選挙戦は「アベノミクス」一本でたたかい、選挙が終わると憲法破壊の政治を繰り返すことを２度もやってきたのであります。

　しかし、私は、はっきり言いたい。３度目はこんなやり方は決して通用しない。何よりも「アベノミクス」そのものの破たんが、戦後最悪の個人消費の落ち込みに象徴されるように、いよいよ明瞭になっています。そして、安保法制＝戦争法と憲法問題は、この問題を要にすえた野党と市民の共闘が画期的な前進をとげるもとで、いやがおうでも選挙戦の大争点となっています。

　この参院選では、民意に背く「安倍暴走政治」の全体――安保法制＝戦争法と憲法改定の問題、「アベノミクス」の問題、ＴＰＰ問題、原発問題、沖縄米軍基地問題などの全体が問われます。

　日本共産党の躍進で、「安倍暴走政治」の全体にノーの審判を下し、チェンジの意思を示す選挙にしていこうではありませんか。

批判とともに対案を語り、「政治を変える道はある」という希望を語ろう

　二つ目に強調したいのは、批判とともに対案を語り、「政治を変える道はある」という希望を語ろうということです。

　安倍首相は、北朝鮮の核・ミサイル開発の暴挙を最大限に利用して、戦争法を合理化しようとしています。それだけに、戦争法の危険性を告発するとともに、どうやって北東アジアの平和と安定を築くかについて、私たちの平和的対案を語ることが大切であります。日本共産党が、「北東アジア平和協力構想」という憲法９条にたった平和の外交戦略を提唱し、その実現のために内外で行動していることを、大いに語ろうではありませんか。

　安倍首相は、「アベノミクス」の失敗をごまかすために、「野党にまともな経済政策はない」と攻撃しています。とんでもないことです。日本共産党は、「アベノミクス」と消費税大増税路線をきびしく批判するとともに、「格差をただし、経済に民主主義を確立するための、三つのチェンジ」――「税金の集め方を変える」「税金の使い方を変える」「働き方を変える」という責任ある対案を示しています。それを実行するための財源提案「消費税にたよらない別の道」を、数値の裏付けも踏まえて提案しています。「まともな経済政策がない」のは、安倍政権の側にほかなりません。日本共産党こそ、国民の願いにこたえ、現実的で合理的な経済政策を提唱していることを、大いに訴えていこうではありませんか。

　わが党の参議院選挙政策では、ＴＰＰ問題、原発問題、沖縄問題など、選挙戦のあらゆる争点で、安倍政権の暴走に対する批判とともに、問題を解決する方途、対案を示しています。ここに着目して、縦横に活用していただきたいと思います。

　野党共闘の前進が目に見える形ですすむなかで、無党派の方々、これまで投票に行かなかった方々も含めて、「政治は変えられる」という希望が広がりつつあります。同時に、安倍首相が「この道しかない」と連呼するもとで、どうやって政治を変えたらいいのか、その道筋が見えないという模索もあると思います。

　そういうもとで、私たちが、「政治を変える道はある」という希望を語り、「この道をともにすすもう」と呼びかけることが大切であります。日本共産党が、安倍政治への最もきびしい「批判者の党」であるとともに、国民とともに未来を開く「建設者の党」であることを、大いに語っていこうではありませんか。

なぜ日本共産党の躍進か、わが党ならではの値打ちを大いに語ろう

　三つ目に強調したいのは、なぜ日本共産党の躍進か、わが党ならではの値打ちを大いに語ろうということです。

　５中総決定と参院選政策では、「安倍政権の暴走に確かな足場をもって対決し、政治を変える展望を示す党」、「国民の共同、野党の共同を何よりも大切にし、共同の力で政治を変える党」、「安倍政権に代わる責任ある政権構想＝『国民連合政府』を提唱する党」――「三つの値打ち」を訴えています。

　それぞれが大切ですが、野党共闘の前進のために、わが党が「二つの決断」をしてきたことを語ることはとても重要であります。

　第１の決断は、戦争法が強行された９月１９日の午後に、「戦争法（安保法制)廃止の国民連合政府｣を提唱したことです。戦争法ばかりは「数の暴力」で強行されたからといってそのままにしておけない。廃止しなければならない。廃止するためにはそれを実行する政府が必要だ。この一点で一致する野党が選挙協力をおこない、安倍政権を倒そう――わが党がこの呼びかけをおこない、実現のために粘り強く努力してきたことは、今日の野党と市民の共闘の前進への貢献になったと考えるものです。

　第２の決断は、２月１９日、５野党党首会談の合意を踏まえ、「参院１人区では思い切った対応をする」と表明したことです。選挙協力は相互支援が当たり前の原則です。しかし、わが党が最初から相互支援の原則の具体化を提起したら、恐らくは前にすすまないと考えました。野党共闘を前進の軌道に乗せることを最優先する、この大局に立って思い切った譲歩が必要だ。「かなりの人をおろす」という決断をしてでも、野党共闘を前進の軌道に乗せなくてはならないと考えました。この決断が、市民運動の後押しともあいまって、全国３２の１人区のすべてでの野党統一候補の実現につながったと考えるものです。

　日本共産党の野党共闘の方針が、現実を動かしつつあるのは、２０１３年の参院選と、２０１４年の総選挙で、連続躍進させていただいたおかげであります。日本共産党がさらに躍進し、政界での力を大きくすることは、野党と市民の共闘をさらに発展させる確かな力となります。「力あわせ、未来ひらく。」――日本共産党をさらに大きくという訴えを、広げに広げぬこうではありませんか。

安倍首相による野党共闘攻撃、反共攻撃に答える

　四つ目は、政府・与党による野党共闘攻撃、日本共産党攻撃を、断固として打ち破るということであります。

　安倍首相は、野党共闘に深刻な危機感を燃やし、連日のように、野党共闘への攻撃をおこなっています。攻撃の中身はパターン化しており、同じことの繰り返しですが、この場でまとめて反論しておきたいと思います。

　首相は、「民進党と共産党が一緒になってどんな経済政策ができるのか。対案を聞いたことがない」と言います。しかし野党４党は、経済の分野でも「共通政策」を豊かに発展させています。「アベノミクスによる国民生活の破壊、格差と貧困を是正する」ことを「共通政策」として確認し、具体的には、「介護・福祉職員の給与引き上げ、保育士の給与引き上げ、ひとり親家庭に対する児童扶養手当の増額、長時間労働の規制、均等待遇と同一価値労働同一賃金、最低賃金の大幅引き上げ、高校完全無償化、給付制奨学金・奨学金債務の減免、被災者生活再建支援法の改正、累進所得税・法人課税と資産課税のバランス回復による公正な税制の実現（タックスヘイブン対策を含む）」などを「共通政策」として確認しています。ここには、暮らしを応援して経済を良くするという、「アベノミクス」への対抗軸がしっかりと立っているではありませんか。安倍首相は「聞いたことがない」のかもしれませんが、これらはすべて天下に明らかにしていることであります。人を攻撃するときは、調べてからものをいうべきです。

　首相は、「民進党と共産党は一緒になって平和安全法制を廃止しようとしています。そんなことになれば日米同盟の絆が壊されてしまいます」と言います。しかし、私は、問い返したい。「日米同盟」のためなら、日本国憲法を壊してもいいのか。そんな権利は誰にも与えられていません。さらに、首相のいう「日米同盟」とは何か。安倍氏は、２００４年に出した『この国を守る決意』という著書で、「軍事同盟というのは“血の同盟”です。……しかし、今の憲法解釈のもとでは、日本の自衛隊は少なくともアメリカが攻撃されたときに血を流すことはない」と述べ、集団的自衛権行使の必要性を説いていました。その後、この言葉通りに、憲法解釈を変え、戦争法を強行しました。首相のいう「日米同盟」とは「血の同盟」なのです。アメリカの戦争のために、日本の若者の血を流す――こんな「日米同盟」など願い下げではありませんか。

　首相は、「安保条約や自衛隊で政策の違うものが選挙協力をやることは許せない」と言っています。しかし、野党は、「安保法制廃止、立憲主義を取り戻す」という大義のもとに結束しています。「立憲主義を取り戻す」とは、ひらたく言えば「憲法を守る政治を取り戻す」ということです。これは、あれこれの政策の違いを横に置いてでも、最優先すべき仕事ではないでしょうか。この立場から、わが党は、安保条約や自衛隊などの独自の政策を野党共闘に持ち込まないという姿勢を初めからとっています。「許せない」というなら、安保法制＝戦争法の強行によって、憲法を壊し、立憲主義を壊した安倍政権こそ、「許せない」と言わなければなりません。

　首相は、最近の演説のなかで、「気をつけよう。甘い言葉と民進党」とまで言いました。いやしくも一国の首相が、天下の公党に対して、このような低次元の誹謗（ひぼう）中傷をやるべきではありません。それはまともな政策論争ができない、国民に訴えるべき政策がないことを、自ら告白するものではありませんか。

　政府・与党による野党共闘攻撃、反共攻撃は、日本の平和と民主主義、国民生活に対する攻撃にほかなりません。それは同時に、彼らがいかに野党と市民の共闘を恐れているかを、示すものにほかなりません。わが党は、他の野党、市民と力をあわせ、不当な攻撃を断固として打ち破るために、先頭に立って奮闘する決意を表明するものです。

三、政党対決の構図――「日本共産党を除く」の「壁」が完全に崩壊した

「自公と補完勢力」対「４野党プラス市民」――共産党排除の「壁」が崩壊した

　第３の角度は、政党対決の構図という角度であります。

　全国３２の１人区のすべてで野党統一候補が実現したことによって、参議院選挙の対決構図が、「自公と補完勢力」対「４野党プラス市民」であることが、すっきりと浮き彫りになりました。

　これは、「日本共産党を除く」という「壁」が完全に崩壊したことを意味するものであります。

　歴史をたどりますと、この「壁」が最初に築かれたのが、１９８０年の「社公合意」でした。「共産党排除」が両党の政権合意の中に書き込まれ、これを契機に、中央政治でも、地方政治でも、「日本共産党を除く」という状況がつくられました。

　「日本共産党を除く」という「壁」は、形をさまざまに変えながら続きました。１９９０年代前半の「自民か、非自民か」というキャンペーン、２０００年代の「二大政党の政権選択」というキャンペーンは、どちらも日本共産党をはなから選択肢の外に置いてしまうものでした。それは、わが党の前進を阻む強烈な逆風となって作用しました。

　ところが今では、「日本共産党を除く」という「壁」は完全に崩壊しました。最初に党派を超えた共闘が始まったのは、２０１４年の沖縄でした。辺野古新基地反対の一点で「オール沖縄」の共闘体制がつくられ、名護市長選、沖縄県知事選、総選挙と連続勝利をかちとりました。この流れが、２０１５年には、「戦争法案反対」という旗を掲げた野党と市民の共闘につながりました。それはさらに今、２０１６年の参議院選挙で、「安保法制廃止、立憲主義回復」という大義の旗のもとに、野党と市民が全国的規模で選挙協力をおこなって国政選挙にのぞむという、日本の戦後政治史でも初めての画期的なたたかいへと発展しています。

新しい市民運動の力が「壁」を打ち破り、崩壊させた

　「壁」をとりのぞいた力はどこにあったか。戦後かつてない新しい市民運動の力にほかなりません。３・１１の大震災・原発事故を契機に、国民一人ひとりが、主権者として自発的に声を上げ、立ち上がる新しい市民運動が、さまざまな分野で広がりました。それは、昨年、「戦争法案反対」の大闘争へと大合流し、日本の歴史でも初めての市民革命的な動きが開始されました。この新しい市民運動の力が、１９８０年から２０１４年まで続いた「日本共産党を除く」という「壁」を打ち破り、崩壊させたのであります。

　同時に、日本共産党が、この三十数年来、難しい情勢のもとでも、無党派の方々と手を携え、政治変革の旗を掲げて、不屈に頑張りぬいたことが、この新しい時代を開いたということも、強調しなければなりません。

こんなにたたかいやすい、こんなにやりがいのある選挙はない

　「日本共産党を除く」という「壁」がとりのぞかれたことによって、政党対決の構図は、実に見晴らしが良くなりました。

　「自公と補完勢力」対「４野党プラス市民」という二大勢力による対決という構図がつくられ、日本共産党は二大勢力の一方で重要な役割を果たしています。政府・与党も、ここに政権を脅かす最大の脅威があることを認めています。

　こんなにたたかいやすい、こんなにやりがいのある、こんなに面白い選挙はないではありませんか。

　新しい時代の、新しい条件を生かして、日本共産党の躍進を必ずかちとろうではありませんか。

四、あと２５日間、いかにたたかうか――三つの点を訴える

　残る２５日間、どうたたかうか。選挙戦の方針は、すでに５中総決定で全面的に示されています。そのすべてをやりきることを前提に、とくに三つの点について訴えたいと思います。

「比例を軸に」を貫き、比例目標に「魂」を入れ、本気でやり抜こう

　第一は、「比例を軸に」を貫き、「８５０万票以上、１５％以上」という比例代表の得票目標、それを具体化したそれぞれの都道府県の比例目標に「魂」を入れ、「ベスト９」全員を国会に押し上げるために、本気で目標をやり抜く立場にたちきって、やるべきことをやりきるということであります。

　わが党は、（改選）定数２～６の複数区では、比例代表の躍進とともに、選挙区でも議席を獲得することを目標に置いていますが、勝利をかちとるカギはどこにあるか。それぞれが決めた比例代表の目標をやりきることを正面にすえ、日本共産党躍進の波をつくりだす。その波のうえにそれぞれの候補者の魅力をのせて選挙区での激戦に競り勝つ。この姿勢に徹することが勝利のカギであります。

　先日、私は、京都にうかがったさいに、次のように訴えました。

　「京都で勝利するカギはどこにあるか。比例代表で３０万票以上を獲得し、自民党を抜いて第１党になる。この日本共産党躍進の波のうえに大河原としたか候補の魅力をのせ、自民党を落として大河原候補を押し上げる。この姿勢に徹することが勝利のカギです。それができるか。できます。２０１３年の参院選でも、１４年の総選挙でも、京都で共産党は比例代表で第２党です。第２党までいったら次の目標は第１党しかないではありませんか。１４年総選挙での比例代表の得票は１９万票、１・５倍にすれば３０万票になります。『京都の底力』を発揮すれば必ず３０万票の獲得はできます」

　全国１３の複数区のみなさんに訴えます。条件はそれぞれだと思いますが、同じ精神で選挙戦をたたかいぬき、比例代表の躍進と、選挙区での勝利という「二つの勝利」を必ずかちとろうではありませんか。

　（改選）定数１の選挙区では、野党統一候補の必勝のために誠実かつ真剣に力をつくすとともに、新しい条件を生かして比例得票を２倍、３倍にするという意気込みで大奮闘したいと思います。１人区の選挙区のたたかいは、文字通り過半数をとりにいくたたかいになります。これまでとは全く規模の違う広大な有権者に働きかけることになります。そういう働きかけと一体に、「比例は共産党に」と訴えるならば、かつてない躍進をかちとることは可能であります。

　長野県からは、全地区で「テレデータ対話作戦」にとりくみ、２日間で１４７５人と対話、そのうち４６％が野党統一候補へ、４０％が比例で日本共産党への支持・好感を表明したとの報告が寄せられました。野党共闘の前進を紹介すると、「安倍政権を倒せることがわかった」「野党共闘をおおいにやろう」「今度は共産党」などの反応が次々に寄せられ、「比例で２倍、３倍の得票はできる」との手ごたえをつかんでいるとの報告であります。

　全国３２の１人区のみなさんに訴えます。野党共闘の最前線にたって画期的な情勢を切り開いてきたことへの誇りと自信をもって、野党統一候補の勝利、比例代表の大躍進を、全国どこでもかちとろうではありませんか。

市民・国民とともにたたかう壮大な選挙戦を発展させよう

　第二は、市民・国民とともにたたかう壮大な選挙戦を思い切って発展させるということであります。

　安保法制＝戦争法廃止をともにたたかっている市民運動が、参院選を自らのたたかいと位置づけ、「野党の勝利は私たちの勝利」「選挙に行って未来を開こう」とさまざまな行動を始めています。全国各地で、「市民プラス野党の合同集会」や「合同演説会」がおこなわれ、大きな注目を集めています。６月７日、「市民連合」と４野党との政策協定が調印されたことは、野党と市民の共闘を発展させるうえで、大きな意義をもつものとなりました。

　１人区では、野党統一候補の勝利のために、それぞれの地域の「市民連合」と４野党との共闘の力を最大限に発揮してたたかいぬきます。複数区でも、地域の実情に応じて、市民・国民と協力したたたかいを最大限に追求します。

　ここで大切なことは、無党派や保守の人々との相互信頼と尊敬（リスペクト）を大切にして、選挙を「手伝ってもらう」ではなく、「ともに選挙をたたかうパートナー」として、ひろく協力をよびかけていくことです。ある無党派の市民運動のメンバーは、わが党との懇談で次のように語っています。

　「今回の選挙は、政党だけの選挙ではなく、僕たちの選挙なんです。野党の勝利は僕たちの勝利なんです。だから何かしたい、応援したいと思っています。とりわけ、その中心的役割を担った日本共産党への期待は大きい。共産党は市民に開かれた姿をみせて、市民と一緒にたたかってほしいし、僕たちもお手伝いではなく、自分たちのたたかいとしてともに活動したい」

　神奈川県では、あさか由香候補を自発的に応援するグループ、「ｗｉｔｈあさか」が発足し、独自の事務所をたちあげ、党と一緒に知恵を出し、候補者のホームページや宣伝物のデザインの刷新をおこない、アピール街宣、ビラのポスティング、テレデータ作戦など、活動が多面的に発展しています。これに党員も励まされ、党としても「ｗｉｔｈあさか」の行動日程を紹介し、事務所の炊き出しを一緒に食べ、一緒に街宣や全戸配布にとりくみ、文字通り「ともにたたかう」選挙戦になっています。

　いま日本共産党に期待を寄せ、「何かしたい」「応援したい」と思っている方々の気持ちを大切にして、この歴史的政治戦を、文字通り市民・国民とともにたたかう壮大な選挙戦にしていこうではありませんか。

全国の党員のみなさんに訴える――いま活動の規模とテンポの大飛躍を

　第三に、訴えたいのは、選挙戦は、時間が限られたたたかいであり、いま、私たちの活動のギアを切り替え、トップスピードに入れることが、勝利のためにはどうしても必要だということであります。

　すでに報告してきたように、この参議院選挙は、野党共闘の前進という点でも、政治論戦という点でも、政党対決の構図という点でも、日本共産党躍進のかつてない可能性があることは疑いありません。

　同時に、私たちの活動の到達点をリアルに見れば、宣伝戦でも、組織戦でも、率直にいって、これまでの活動の規模とテンポでは、躍進のチャンスをのがしかねないということを、言わなければなりません。泣いても笑っても、あと２５日です。勝つためには、やるべきことを、やるべき期日までにやり抜かなければなりません。そのためには、いま、私たちの活動の規模とテンポを大飛躍させることがどうしても必要です。活動のギアを切り替え、トップスピードに入れることがどうしても必要です。

　そして、活動の規模とテンポを大飛躍させるには、道は一つしかありません。すべての支部と党員が、後援会員とともに立ち上がることであります。

　全党の党員のみなさんに心から訴えます。いま日本の政治は、戦後かつてない歴史的な分かれ道に立っています。安倍政権がもくろむ独裁政治と戦争国家への道は、日本共産党の存在意義にかけて、絶対に許してはなりません。

　同時に、大きな希望が見えています。豊かに発展しつつある野党と市民の共闘を成功させ、日本共産党の躍進をかちとるならば、安倍政権を倒し、自民党政治を終わらせて、新しい政治、新しい政府をつくることができる。その歴史的チャンスが目の前に広がっています。この歴史的チャンスを必ずものにしようではありませんか。

　それぞれの党員のみなさんの置かれている条件はさまざまだと思いますが、条件に応じ、得手を生かして、みんなが立ち上がり、みんなで力をあわせて、選挙に勝ち、日本の政治の新しいページを開こうではありませんか。

　中央委員会は、全党のみなさんと心一つに、野党共闘の勝利、日本共産党躍進の先頭に立って奮闘する決意をのべ、報告を終わります。

舌戦・参院選（１５日）【１６参院選】
◇できない約束はしない
　安倍晋三首相（秋田県横手市で街頭演説）　今年を東北観光復興元年と位置付け、２０２０年までに東北への海外からの観光客を３倍に増やしていく。私たちはどこかの政党と違って、できない約束はしない。約束したことを必ず実行していく。
◇自民改憲案、選挙時だけ倉庫に
　民進党・山尾志桜里政調会長（東京都内で街頭演説）　安倍晋三首相は憲法を知らないし、知る気もない。大好きな自民党の憲法（改正草案）しかない。でも、選挙になると自民党の草案は風呂敷に包まれて倉庫に隠される。この夏は（争点として）しっかり表に引きずり出す。あの自民党の醜い憲法（草案）を読めば、日本国憲法の美しさが分かる。
◇３本の矢より３本柱
　民進党・蓮舫参院議員（高知市で街頭演説）　飛んでいったか分からない３本の矢ではない。今の日本に欲しいのは、確かな３本の柱ではないか。土台を作ろう。子育てを支えようではないか、介護を支えようではないか、医療を守ろうではないか。
◇ブレーキ役で終わらぬ
　民進党・細野豪志元環境相（甲府市で街頭演説）　なぜ民進党をつくらなければならなかったのか。安倍政権にブレーキをかけるために一つの政党になった。しかし、このままブレーキ役だけで終わるつもりはない。もう１度、政権にたどり着いて社会をつくり直したい。
◇改憲議論、逃げ隠れしない
　自民党・稲田朋美政調会長（福井市内の国政報告会で）　憲法について「自民党は参院選で議論しないのか」「逃げているのか」と言われるが、私は逃げも隠れもしない。議論をしていただければ考えはしっかり言う。ただ、議論をするには相手方に考えがないとできない。民進党は憲法についてどういうスタンスかということも全く示さない。なので議論できない。
◇もれなく改憲付き
　民進党・枝野幸男幹事長（千葉県浦安市で街頭演説）　安倍晋三首相は経済、アベノミクス、野党の悪口しか言わない。でも自民党の公約には憲法改正と書いてある。数を得て変えようとしている。ひきょうなやからに憲法を触らせたくない。アベノミクスにはもれなく憲法改正が付いてくる。それを食い止めるため、自民、公明プラス補完勢力に３分の２を取らせたらいけない。
（時事通信2016/06/15-21:46）
参院選「政治とカネ」も争点　企業献金禁止、各党の公約では…

東京新聞2016年6月16日 朝刊
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　政治資金の私的流用を批判された東京都の舛添要一知事の辞職決定を受け、七月の参院選の争点に「政治とカネ」が浮上することになった。民進党は十五日に発表した公約に企業・団体献金の禁止を掲げた。これに対し、自民党の公約にはこの問題の記載はなく、各党の姿勢には大きな開きがある。（関口克己）

　民進党は公約に、企業・団体献金の禁止のほか、国会議員に月百万円支給される文書通信交通滞在費の使途を公開する法律をそれぞれ制定すると明記した。企業・団体献金禁止は、旧民主党が二〇一二年衆院選まで公約にしていたが、一三年参院選と一四年衆院選では削除。今年三月に合流した旧維新の党の看板政策だったため、復活させた。

　一方、「政治とカネ」に関して明確な姿勢を示していないのが自民党だ。現金授受問題を指摘された甘利明前経済再生担当相をはじめ、安倍内閣ではこの問題で引責辞任する閣僚が相次いだにもかかわらず、参院選公約に記述はなかった。

　公明党は政治家の会計責任者に対する監督責任強化を明記。政治資金収支報告書に虚偽記載など違法行為をした秘書などへの注意を怠った場合、公民権停止で失職させるとした。

　民進と同じく、企業・団体献金禁止を掲げるのが共産、社民両党。おおさか維新の会は労働組合などからの献金も禁じる。政党交付金を受け取っていない共産は交付金の廃止を求め、社民は政治資金の支出範囲の規制強化を唱える。

　舛添氏がかつて代表を務めた新党改革は公約で、舛添氏の問題には直接触れずに、政治活動には透明性が必要だと指摘した。

首相、農政改革に全力　民共はTPP合意反対

共同通信2016/6/15 19:06

　安倍晋三首相（自民党総裁）は15日、青森市内で街頭演説し、参院選の争点となる環太平洋連携協定（TPP）の発効をにらみ、農政改革に全力を挙げ、農林水産物の輸出拡大を目指す考えを示した。民進党の枝野幸男幹事長、共産党の小池晃書記局長はTPP合意への反対姿勢を鮮明にした。
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青森市で街頭演説する安倍首相＝15日午後
　首相は「輸出をもっと増やし、農家の収入を増やしたい。大切な農業を守るためにも私たちは改革を進めなければならない」と主張。2020年に農林水産物の輸出額を1兆円に増やす政府目標を1年前倒しして達成する意向を重ねて表明した。

　枝野氏は、共同通信の取材に「先の通常国会での審議を通じ、（コメや牛・豚肉など農業の）重要5項目の聖域が確保されていないことがはっきりした。交渉経緯も明らかになっていない」と批判した。

　小池氏は横浜市での街頭演説で「日本の農業や漁業が壊され、中小企業の仕事が米国企業に奪われていく」と政権の対応を非難した。

トップ２の官邸不在「極めて遺憾」　民進・岡田氏が批判
朝日新聞デジタル2016年6月15日22時36分

民進党の岡田克也代表＝東京・永田町の党本部、仙波理撮影
　安倍晋三首相と菅義偉官房長官は１５日、参院選の応援演説などで官邸を不在にした。同日未明に中国海軍の軍艦が領海を航行したこともあり、民進党の岡田克也代表は「極めて遺憾だ。警告を発したい」と批判。「問題ない」とする官邸幹部と応酬になっている。
　首相は１５日午前に羽田空港を出発。青森、秋田両市などで街頭演説した。菅氏も朝から視察や選挙応援で宮崎県を訪れた。岡田氏は１５日の記者会見でトップ不在を問題視し、「非常に重大なことがあったにもかかわらず、官邸が空（から）になっている。きちんと指示が出来るのか」と批判。これに対し、官房長官の職務代行者となった萩生田光一官房副長官は記者会見で「私じゃ役に立たないということか」と不快感を示した。
　首相と菅氏は１２日も参院選の遊説で同時に都内を離れており、岡田氏はこの時も「事故や事件はいつ起きるか分からない。首相も官房長官もいないということで、本当に大丈夫か」と述べていた。
生活・小沢代表「自民が議席を減らせば安倍さんは退陣」
朝日新聞デジタル2016年6月15日20時29分
■小沢一郎・生活の党と山本太郎となかまたち代表
　民進党にがんばってもらって、私たちも一緒についていって、政権の交代を目指していかなければならない。その第一歩が参院選だ。「どうせ政権は代わらない」と関心が薄い方が多い。もちろん、衆院選じゃないので自民党政権を代えることにはならない。けれども今、本当に勝手気ままにやっている安倍政権。参院選で野党が議席を増やし、自民党が議席を減らせば、安倍（晋三首相）さんは退陣せざるをえない。（名古屋市内での民進党衆院議員の政治資金パーティーで）
産経新聞2016.6.15 21:41更新 
【２０１６参院選】社会保障充実が争点に　各
　消費税増税の再延期が決まり、増税時に予定されていた社会保障の充実策の扱いが７月の参院選の争点に浮上している。１５日出そろった主要政党の公約では、自民党が子育て支援の先行実施を打ち出したのに対し、民進党は低年金の高齢者対策なども含めて行うとした。各党とも票目当てのバラマキ政策ではなく、安定的な社会保障制度への道筋を示すことが求められる。（田村龍彦）
　平成２４年に自民、公明、民主（現民進）３党が合意した「社会保障と税の一体改革」では、消費税率８％から１０％への引き上げ時に増える税収の１．５兆円分は充実策に使うことになっていた。
　具体的には、５０万人分の保育の受け皿を確保する保育所運営費支援（費用１千億円）▽低所得の高齢者支援で最大年６万円の給付金を支給（同５６００億円）▽年金受給に必要な資格期間を２５年から１０年に短縮（同３００億円）▽低所得者の介護保険料の軽減（同１２００億円）－などがあった。
　この日、参院選公約を発表した民進党の長妻昭代表代行は、これらの充実策について「消費増税と同時ではなく（先に）やる」と強調。行財政改革などで財源を捻出し、不足した場合に国債発行で賄うとした。
　ただ、民主党政権時代には「埋蔵金」の活用などで捻出するとした財源が想定通り確保できなかったことなどもあり、実現は簡単ではない。
　一方、安倍晋三首相は１日の会見で、増税を再延期するものの、保育の受け皿確保は実施する考えを表明した。その他の充実策について、自民党の公約は「赤字国債に頼らず安定財源を確保して可能な限り行う」と強調。参院選後に優先順位を検討する方針だ。
　ＢＮＰパリバ証券の河野龍太郎チーフエコノミストは「そもそも日本の社会保障制度は費用を収入で賄えておらず、充実策でさらに費用を増やしていいのか疑問だ」と指摘する。
　高齢者への給付金支給などはすでに関連法案が成立し、ゼロからの見直しは難しい。ただ、財源のあてがないまま、充実策の先行実施にこだわれば、将来にツケを回さない社会保障制度と安定財源の確保を目指した一体改革の趣旨を逸脱するとの批判は根強い。
　年金政策などは選挙で高齢者らの支持を得られやすいとはいえ、増税の再延期で財政健全化の道のりが険しくなる中、各党とも長期的視点や世代間の公平に立った政策が欠かせない。（田村龍彦）
＜参院選東北＞与党　影の総理の威光にすがる
河北新報2016年06月15日水曜日
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「野党と大激戦だ」と語り、古里で結束を呼び掛ける菅氏＝１２日、秋田市
　参院選（２２日公示、７月１０日投開票）を目前に控え、菅義偉官房長官（６７）＝秋田県湯沢市出身＝が東北の与党陣営のてこ入れに動きだした。東北の各選挙区は全国的に見ても激戦模様になっている。「影の総理」の異名を持つ菅氏が利かせるにらみは「支持層固めに効果抜群」（党関係者）と受け止められ、威光にすがる陣営は多い。
　１２日に秋田市入りした菅氏。首相官邸での記者会見と同じ鋭い眼光が、居並ぶ地方組織の幹部を射抜いた。
　「総理と私には逐次、党から情勢が来る。秋田は『楽ではない選挙』ではない。厳しい選挙だ」。秋田選挙区（改選数１）で再選を期す自民党現職の総決起大会で引き締めを図った。
　「私の大事な古里の１議席を守ってほしい」と菅氏が声を張り上げると、万雷の拍手が湧いた。「公示後も来る」と言い残して帰京した後ろ姿に、現職は頭を下げ続けた。
　菅氏は秋田で立志伝中の人として知られる。旧雄勝町の農家に生まれ、高校卒業後に上京。働きながら勉強して大学に入り、卒業後に国会議員秘書を務めた。
　横浜市議を経て、１９９６年衆院議員に当選。政府中枢を掌握する権力者に上り詰めた。「安倍１強」の立役者は、７月６日に長官在職日数が歴代１位の１２８９日に達する。
　「陳情に行けば必ず予算が付く。これほど頼りになる政治家はいない」。自民党ベテラン県議の一人は菅氏をたたえる。県選出国会議員も「菅氏とのパイプは地元有権者への大きなアピールポイントだ」と語る。
　菅氏は東北での独自のチャンネルも駆使する。６月上旬、日本のこころを大切にする党の宮城県代表中野正志参院議員に懇願した。「中ちゃん頼む。宮城に行くから演説会開いてくれ。自民が底力を発揮できていない」
　菅氏は、元自民党衆院議員の中野氏と初当選同期組。宮城選挙区（改選数１）の自民党現職を推薦する他党の旧知を使い、「最重点区」の支持固めを狙う。
　公示後の７月上旬、仙台市で各業界関係者らを集めた演説会の開催が決まり、菅氏が駆け付ける予定だ。中野氏は「出身地東北の情勢が気になるのだろう。協力は惜しまない」と話す。
産経新聞2016.6.15 15:50更新 
【２０１６参院選】「自衛隊をいらないという人たちに日本を任せることができるのか」菅官房長官、共産党批判
　菅義偉官房長官は１５日、宮崎県都城市内で講演し、７月１０日投開票の参院選の争点を「経済と安全保障政策の２つだ」と述べ、勝利へ全力をあげる考えを示した。
　菅氏は、野党共闘が廃止を目指す安全保障関連法に関し「今年になり、北朝鮮は核実験を行い、弾頭ミサイルを発射した。また、熊本地震では自衛隊が大活躍した」と指摘した。その上で、民進党が共産党と候補者の１本化など共闘を進めているのを踏まえ、「共産党の綱領には日米同盟廃棄、自衛隊の解消がしっかり書かれている。自衛隊はいらないという人たちに日本を任せることができるのか」と述べた。
　一方、経済政策に関しては、菅氏は有効求人倍率が全都道府県で初めて１倍を超えるなど雇用環境の改善実績を示した上で、「野党はアベノミクスは失敗だ、失敗だと、全く数字を示さずに批判ばかりしている」と反論した。消費税率１０％へ増税再延期については「個人消費が回復しないまま、（税率を）引き上げたらデフレに戻ってしまう」と増税先送りに理解を求めた。
民進公約、分配に力点＝「アベノミクスは失敗」【１６参院選】


参院選の公約を手にする民進党の岡田克也代表＝１５日午後、東京・永田町の同党本部
　民進党は１５日、７月の参院選で掲げる公約を発表した。安倍政権の経済政策「アベノミクス」は失敗したと断じ、成長重視から分配による格差是正に力点を置いた政策への転換を訴えた。消費税率１０％への引き上げについては２０１９年４月までの延期を主張し、日銀にマイナス金利を撤回させる方針も示した。
　公約は旧民主党時代に使っていた「マニフェスト」の呼称を使わず、１１項目の「国民との約束」で構成した。岡田克也代表は１５日の記者会見で「国民との約束は非常に重い。実現可能な政策をしっかり書いた」と強調した。
　アベノミクスに関しては、「国民の８割は景気回復を実感していない」と批判。経済政策は分配と成長の両立を掲げ、給付型奨学金創設など「人への投資」、同一労働同一賃金を実現する「働き方革命」、医療や環境分野で技術革新を促す「成長戦略」の三つにより、「日本の潜在能力を引き出す」と打ち出した。
　野党共闘の軸となる憲法改正問題に関しては、「平和主義を脅かす９条改正に反対する」との立場で、憲法違反と批判してきた安全保障関連法の白紙撤回も求めた。沖縄県の米軍普天間飛行場移設問題では、「沖縄との対話を重ねながら日米合意を着実に実施する」として、旧民主党政権時代からの移設推進の立場を維持した。
　環太平洋連携協定（ＴＰＰ）に関しては、情報開示が不十分であることなどを理由に「今回のＴＰＰ合意については反対」と明記。また、次世代に対する責任として「２０３０年代原発ゼロ」の目標も掲げた。　（時事通信2016/06/15-17:46）
民進公約要旨【１６参院選】
　民進党が１５日発表した参院選公約の要旨は次の通り。
　【ふつうの人から豊かになる経済】〔分配と成長の両立〕人への投資▽働き方革命▽成長戦略（遠隔医療や人工知能の研究支援、グリーンエネルギー革命、特区成功例の全国展開など）〔アベノミクス失敗への対応〕消費税増税２年延期▽マイナス金利撤回
　【子ども第一】保育士月給を５万円増▽給付型奨学金創設▽被選挙権年齢を５歳引き下げ
　【働く人を守る、働き方を変える】同一価値労働同一賃金法制化▽長時間労働をなくす法整備▽最低賃金１０００円に
　【女性の声で社会を変える】男女同一賃金▽政治分野で男女同数候補を法制化▽衆院選比例代表に男女交互名簿導入▽選択的夫婦別姓
　【シニア世代の安心を守る】低年金者の年金を年間最大６万円増▽年金保険料支払期間を１０年に短縮▽総合合算制度実施
　【次世代にツケをまわさない】財政健全化推進法制定▽２０３０年代原発ゼロに向け、４０年運転制限を厳格運用▽金融所得課税を５％引き上げ▽身を切る改革（議員定数削減、企業団体献金禁止の法制化）▽国家公務員人件費２割削減
　【地域経済を立て直す】一括交付金を復活▽農業者戸別所得補償を法制・恒久化▽今回の環太平洋連携協定（ＴＰＰ）合意に反対
　【被災地復興と防災力の強化】東日本大震災の復興事業は国が全額負担▽熊本地震支援金を５００万円に引き上げ、被災地の高速道路を無料化
　【国を守り、世界に貢献する】領域警備法制定▽「周辺」概念を維持しつつ対米支援任務拡大▽沖縄との対話を重ねながら米軍再編の日米合意を着実に実施▽日米地位協定改定を提起
　【憲法の平和主義を守る】安全保障関連法を白紙化▽平和主義を脅かす憲法９条改正に反対▽未来志向の憲法を構想
　【国民の自由と人権を守る】▽報道の自由保障▽人種・民族差別を法律で禁止▽性的少数者（ＬＧＢＴ）差別解消法制定（時事通信2016/06/15-17:56）
参院選 　分配と成長の両立…民進党が公約
毎日新聞2016年6月15日　22時12分（最終更新　6月15日　23時35分）
　民進党は１５日、参院選公約を発表した。安倍政権の経済政策「アベノミクス」は失敗したと批判。分配と成長の両立によって日本の潜在能力を引き出すと訴えた。憲法の平和主義を守る姿勢も鮮明にし、改憲を目指す安倍政権との違いを強調した。 
　経済政策では、義務教育の負担軽減など「人への投資」▽同一価値労働同一賃金など「働き方革命」▽人工知能の研究支援など「成長戦略」−−の３本柱を掲げ、岡田克也代表は記者会見で「分配政策をしっかりやることが持続的成長につながる」と述べた。 
　消費税率１０％への引き上げ時期は、安倍政権の方針より半年早い２０１９年４月に設定。２０年度に国と地方の基礎的財政収支を黒字化する財政健全化計画を堅持しつつ、社会保障の充実策は来年４月から予定通り実施すると約束した。財源は行政改革などで確保する。岡田氏は先の国会で、消費増税延期による不足分を赤字国債でまかなうことを提案したが、公約には盛り込まなかった。 
　昨年成立した安全保障関連法の白紙撤回を求めるとともに、「平和主義を脅かす憲法９条の改正に反対する」と明記した。【朝日弘行】 
参院選 　民進公約、独自色に苦心
毎日新聞2016年6月15日　22時12分（最終更新　6月16日　01時01分）
[image: image24.jpg]BEEEROREFER

Rt BRAR O
Ba7E N ED L I

ICEMCUTE, | I Rz
BFE RS | EHHELTVS
xhoiz

B R E O | RELEIOL
[TAVA fER

LSHD ADDE | 1855 O I 18 B
IR BARGEBL | 72 IS THL
WA AN O e PAT il 3
SR SR E5%5
REICDEITS





参院選公約の経済理念　民進、自民両党の比較
　民進党は１５日に発表した参院選公約で、安倍政権の経済政策「アベノミクス」を「富とチャンスが偏った」と批判し、「ふつうの人から豊かになる経済」を打ち出した。ただ、自民党も同一労働同一賃金や最低賃金引き上げを公約に盛り込んでおり、「本家争い」をするだけでは対立軸は見えてこない。今後の論戦で、政策実現の道筋を示せるかどうかが問われている。 
　岡田克也代表は１５日の記者会見で「いきなりかぶせてきたのが自民党の『１億総活躍社会』だ」と述べ、安倍政権の看板政策は、民進党に「著作権」があると言わんばかりに対抗意識をあらわにした。 
　自民党の「同一労働同一賃金」に対し、民進党が提起したのは「同一価値労働同一賃金」。実現すれば賃金格差是正はより担保されるが、言葉だけでは有権者に違いは伝わりにくい。安倍政権の「働き方改革」を念頭に、労働分野の施策を「働き方革命」とうたった点にも苦心の跡がうかがえる。 
　民進党の経済政策のキャッチフレーズは「分配と成長の両立」。岡田氏は会見で、経済成長を前提にした自民党の「成長と分配の好循環」を「税収が想定を超えたから介護や子育てに充てるという発想は間違っている。予算配分を組み替えて安定した財源を生み出すべきだ」と批判した。これまでよりも「分配」政策に軸足を移している自民党に、民進党は財源論で挑む構えだ。 
　民進党は今回の公約を「国民との約束」と銘打った。旧民主党時代の２００３年から国政選挙の公約は「マニフェスト」（政権公約）が定番だったが、民主党政権失敗の象徴のように批判されたため、イメージの刷新を図ったとみられる。 
　マニフェストは、政策の具体的な数値目標や財源、実現過程を明示するのが特徴。政党が選挙時の約束を果たしたかどうかを有権者がチェックする手段でもあった。しかし、民主党政権は０９年衆院選で掲げた「子ども手当月額２万６０００円」などを実行できず、マニフェストは失敗だったと批判された。今回の民進党の公約には、かつてのマニフェストのような精密さはない。 
　マニフェスト選挙を提唱した北川正恭元三重県知事は「非常に残念だ。参院選にも政策中心のマニフェストはあった方がいい」と述べている。【野口武則、朝日弘行】 
◇民進党参院選公約・要旨 
◆ふつうの人から豊かになる経済 
・消費税率引き上げを２０１９年４月まで延期 
・年金、医療、介護の充実と子育て支援は予定通り来年４月から実施 
・行政改革と身を切る改革を徹底 
・２０年度基礎的財政収支の黒字化目標は守る 
・軽減税率は中止し、消費増税分を中低所得者に払い戻す「給付付き税額控除」を実施 
◆チルドレン・ファースト、子ども第一 
・保育園と幼稚園で働く人の月給５万円引き上げ 
・返済不要の給付型奨学金を創設 
・児童扶養手当は２０歳になるまで支給期間を延長 
・医療、介護、保育、障害福祉の自己負担合計額に上限を設ける「総合合算制度」を創設 
・全ての選挙で立候補できる年齢を５歳引き下げ 
◆働く人を守る、働き方を変える 
・「同一価値労働同一賃金」の法律を作る 
・誰もが時給１０００円以上となるよう最低賃金を引き上げ 
・正規雇用を増やした中小企業に対し、増えた社会保険料の事業者負担分の２分の１相当額を助成 
◆女性の声で社会を変える 
・政治家が男女同数となることを目指す 
・選択的夫婦別姓を可能とする法律を作る 
◆シニア世代の安心を守る 
・来年４月から低年金者の年金をかさ上げ（年間最大６万円）。年金受給に必要な保険料支払い期間を２５年から１０年に短縮 
・介護職員、障害福祉従事者の月給を１万円引き上げ 
◆次世代にツケ回さず 
・財政健全化推進法作成 
・３０年原発ゼロに向け、あらゆる政策資源を投入 
・金融所得課税の税率を５％引き上げ、高所得者の所得税率も引き上げ 
・国会議員の定数削減 
・行政改革実行法を作る 
◆地域経済を立て直す 
・一括交付金を復活 
・農業者戸別所得補償制度を法制化、恒久化 
・今回の環太平洋パートナーシップ協定（ＴＰＰ）合意に反対 
◆復興と防災力強化 
・東日本大震災の復興事業は復興・創生期間（１６〜２０年度）も全額、国の税金で原則負担する 
◆国を守り、世界に貢献する 
・領域警備法を作る 
・沖縄との対話を重ねながら米軍再編に関する日米合意を着実に実施。日米地位協定の改定を提起 
◆憲法の平和主義を守る 
・昨年成立した安全保障法制を白紙化 
・平和主義を脅かす憲法９条の改正に反対 
・未来志向の憲法を国民とともに構想 
◆国民の自由と人権を守る 
・特定秘密保護法を見直す。放送局の電波停止は恣意（しい）的な運用をしない 
・ＬＧＢＴ差別解消法（性的指向や性自認で差別されない法律）を作る 
アベノミクス 是か非か　民進が参院選公約、「失敗」強調 
　７月10日投開票の参院選が公示される22日まで残り１週間となり、与野党の公約がほぼ出そろった。15日に発表した民進党の公約では、安倍政権の経済政策「アベノミクス」を失敗と断じ、教育や職業訓練など「人への投資」による長期的な成長を重視。脱デフレ実現に向けアベノミクスの加速を掲げる自民党に対抗する。安全保障も安保関連法の白紙撤回で違いを打ち出したが、社会保障政策は似通う点も多く、財源に曖昧さも残る。
　民進は公約を従来使っていた「マニフェスト」ではなく、「国民との約束」と名付けて発表。「経済と暮らしを立て直す」「憲法の平和主義を守る」の２つを論点に位置付け、安倍政権との違いを強調した。
　自民との違いを強調したのがアベノミクスの是非だ。民進は「富とチャンスが偏り、人々の能力の発揮や個人消費が阻まれている」とし、「失敗」と結論づける。金融政策についても「マイナス金利は撤回」と明記した。一方で自民はマイナス金利の環境を生かした超低金利の財政投融資で30兆円規模の事業を打ち出すなど「経済のパイ拡大」を訴える。
　民進の公約では「分配と成長の両立」を強調。「人への投資」として保育園・幼稚園から義務教育の負担軽減や給付型奨学金の創設など格差是正を重視する。成長戦略では、正規雇用を増やした中小企業の社会保険料の助成などを掲げた。
　安全保障分野では、首相が野党が安保法廃止を訴えることを「日米同盟が根底から覆される」と批判している。民進は安保法を「憲法９条の平和主義を揺るがす」とする一方で、対案を強調。武力攻撃に至らないグレーゾーンに対処する「領域警備法」など３法案をつくると訴える。
　社会保障の「働き方改革」や子育て支援では、全国で最低賃金千円以上、同一価値労働同一賃金の実現、保育園や幼稚園で働く人の月５万円賃上げなどを掲げた。ただ自民の掲げる「一億総活躍社会」でも類似した政策が並ぶ。岡田克也代表は15日の記者会見で「１年前に全く言わなかったことをいきなりかぶせてきたのに、我々に政策がないと言ってくるのは開いた口がふさがらない」と首相らを批判した。
　民進は消費増税を「2019年４月まで２年延期」としたが、首相も19年10月まで２年半の延期を決めた。増税財源を当て込んでいた年金、医療など社会保障充実は、民進が予定通り来年４月から実施すると明記する一方で、自民は社保充実を「赤字国債に頼らずに可能な限り」としている。民進は行政や国会の無駄削減などを財源にあげたが、不足分を補う赤字国債も含め規模は不透明だ。
　憲法では「平和主義を脅かす９条の改正に反対」とした。改憲自体の是非は党内の温度差に配慮して「未来志向の憲法を国民とともに構想」との表現にとどめた。環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）は「今回の合意に反対」とした。共産党は憲法の「全条項を守る」と明記し、ＴＰＰも「断固反対」としている。党内の保守派と野党共闘の間で揺れている印象も残る。
産経新聞2016.6.15 21:22更新 
【２０１６参院選】安保関連法白紙化、憲法９条改正反対…民進党が公約発表
　民進党は１５日、経済再生を柱に１１分野の重点政策を掲げた参院選の公約「国民との約束」を発表した。消費税は再増税を２年延期し、社会保障の充実は税制改正や徹底した行政改革で図る方針を示した。また、違憲と批判する安全保障関連法の白紙化や憲法９条改正反対も明記。岡田克也代表は記者会見で「経済と憲法が今回の参院選の争点だ」と訴えた。
　最初の項目には、安倍晋三首相が重視する「経済」を据えて対決姿勢を強調した。アベノミクスは失敗だとして「分配と成長の両立への転換」を掲げ、返済不要の給付型奨学金創設や保育士、介護職の給与引き上げなどを盛り込んだ。ただ、自民党も公約で「成長と分配の好循環」を打ち出し、具体的な政策でも大きな違いが見られないことから、選挙戦での差別化に苦慮しそうだ。
　増税再延期で不足する社会保障の財源に関しては、岡田氏が赤字国債で賄う意向を表明している。公約に「赤字国債」は明記しなかったが、長妻昭代表代行は会見で「税金の無駄遣いをなくすことなどによって、でき得る限りの財源を捻出する」とした上で、「不足した場合は国債で賄う」と説明した。また、共産党と同じく大企業や富裕層の税負担強化も盛り込んだ。
　一方、旧民主党政権で決めた米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古移設は「沖縄との対話を重ね米軍再編に関する日米合意を着実に実施」と推進の立場を鮮明にした。
　ただ、民進、共産両党など野党４党は、参院選で野党を支援する「市民連合」との間で「沖縄の民意を無視した辺野古新基地建設の中止」との政策協定に合意している。岡田氏は会見で「齟齬（そご）はない」と強調したが、共産党は在日米軍基地撤去が基本方針で、野党間の違いも浮き彫りになった。
　憲法については「未来志向の憲法を国民とともに構想する」としたが、９条については「平和主義を脅かす改正に反対する」と明記した。ただ、公約作成に関わった党幹部は「国民からわき上がる声はフラットに受け止め、ともに考えていく」と、議論自体は否定しない意向を示した。
民進 参議院選挙公約「格差是正に重点 平和主義守り抜く」
NHK6月15日 19時00分
民進党は参議院選挙の公約を発表し、アベノミクスは失敗したとして、格差の是正に重点を置いた経済政策に転換することや、憲法の平和主義を守り抜くため９条の改正に反対することなどを打ち出しています。
民進党は１５日に岡田代表らが記者会見し、参議院選挙の公約を発表しました。
公約では、「アベノミクスの失敗で格差が広がっている」として、「人への投資」など「分配と成長の両立」による経済政策に転換するとしています。
具体的には、起業を応援するため人材育成や研究開発などへの助成金の充実や、最低賃金の時給１０００円以上への引き上げ、長時間労働をなくすための法整備などを盛り込んでいます。
また、消費税率の１０％への引き上げは２０１９年４月まで延期する一方、社会保障の充実は来年４月から実施し、税金のむだづかいをなくすため、行政改革などを徹底するとしています。さらに、大企業や富裕層に公正で応分の負担を求めるなど、格差の是正に向けた税制改革を行うとしています。
一方、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定については、日本の国益が守られておらず、今回の合意に反対するとしたほか、農業者の戸別所得補償制度を恒久化し、農業を地方再生の柱として打ち立てるとしています。
子育て支援では、待機児童問題の解消に向け、保育士らの給与を月額で５万円引き上げるほか、大学進学などに伴う負担を軽減するため、返済の必要のない給付型の奨学金を創設するとしています。
社会保障では、安心して医療や介護などを受けられるよう、自己負担の合計額に上限を設ける「総合合算制度」を創設するとしています。
さらに、憲法について、「立憲主義」と「平和主義」を守り抜くとして、安全保障関連法の白紙撤回を求めるとともに、制約のない集団的自衛権の行使は認められないとして、憲法９条の改正に反対することを明記しています。
岡田代表は「経済と暮らしを立て直すことと、憲法の平和主義を守ることの２つが、そのまま今回の参議院選挙の争点だ」と述べました。
分配と経済成長を両立　民進党の参院選公約

東京新聞2016年6月16日 朝刊
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　民進党は十五日、参院選の公約を発表した。安倍政権の経済政策アベノミクスに対抗し、人への投資、公正な分配、格差の是正による「分配と成長の両立」を掲げた。憲法九条の改憲に反対し、平和主義を守ることも前面に据えた。

　経済政策では、人への投資が経済成長のエネルギーと位置付け、保育所や幼稚園で働く人の月給五万円引き上げや、返済不要の給付型奨学金の創設などを掲げた。最低賃金の時給千円以上への引き上げのほか、高額所得者の所得税率引き上げなど格差是正のための税制改革を盛り込んだ。

　経済成長の成果を社会保障分野に分配するとしたアベノミクスに対しては、格差の拡大や実質賃金の低下を招いたと批判した。岡田克也代表は記者会見で「分配をしっかりやることが持続的な成長にもつながる」と述べた。

　憲法を巡っては、公約は九条見直しに反対する一方、「未来志向の憲法を国民とともに構想する」として、新しい人権や統治機構改革の分野での将来的な改憲は否定しなかった。昨年成立した安全保障関連法の白紙撤回も掲げた。

　消費税率の１０％への引き上げ延期は、安倍政権よりも半年短い二〇一九年四月までの二年間とした。子育て・社会保障の充実策は当初の予定通り一七年度から実施。財源に関しては、岡田氏が言及した赤字国債の発行は公約に入れず、税金の無駄遣いをなくすなど身を切る改革の徹底で確保すると強調した。

　旧民主党が使ってきた「マニフェスト」の呼称は使わず、「国民との約束」に変更した。

野党連携、さらに強める＝小沢一郎生活代表【党首インタビュー】
　－参院選への決意は。
　（比例代表選での統一名簿構想が実現せず）野党の大同団結は残念ながらできなくなったが、３２全ての１人区で野党統一候補が実現した。ただ、もっと緊密に連携しないと与党の権力にはなかなか勝てない。今後、野党協力態勢をより強める努力が必要だ。生活は（比例選を）単独で戦うが、無所属の野党統一候補として擁立した岩手、新潟両選挙区を含め、改選２議席を倍増したい。比例は２議席確保を目指す。


インタビューに答える生活の党の小沢一郎代表＝東京・永田町の衆院第１議員会館
　－争点は。
　やはり生活の問題だ。雇用のセーフティーネットを構築すべきだし、最低保障年金も掲げたい。地域の実情に合った介護の仕組みをつくるべきで、農家の戸別所得補償制度も復活させるべきだ。安倍晋三首相は規制改革の名の下に、国民生活に不可欠なセーフティーネットを壊そうとしている。これは歴史に逆行し、民主主義に反する考え方だ。国民の関心事である日々の生活に力点を置いて選挙戦を戦う。
　－首相は「アベノミクスのエンジンを最大限にふかす」と主張している。
　ふかせばふかすほどひどい状況に陥る。言葉だけはきれいだが、国民生活に関する問題は弊害が増える一方だ。アベノミクスとは、単なるその場の人気取り、あるいは一部の人の利益にしかならない。
　－憲法改正は争点として訴えるか。
　そうしたいが、憲法改正の議論は、まだまだ国民が実感を持ち、切実に感じている問題ではない。大事なことだが争点にはなりにくい。ただ、安倍政権の憲法改正には反対だ。
　－１人区は農業県が多いが、安倍政権の農業政策をどう思うか。
　首相は全ての面でそうだが、日本の国土や社会で培ってきた仕組みを規制撤廃、生産性向上、効率化という旗印で壊そうとしている。農地の大規模化もそうだ。まさに農村を荒廃させ、農村を切り捨てる、イコール地方を切り捨てる考え方だ。
　－共闘する民進党の支持率が伸びないが。
　政策などで明快さが欠けるからではないか。国民に理解されやすい言動をしないと、やはり期待は集まらない。もう少し頑張ってもらいたい。（時事通信2016/06/15-14:08）
少子化の元凶は長時間労働＝共働きで子育て大変－共産・吉良佳子氏インタビュー


インタビューに答える共産党の吉良佳子氏＝１０日、東京・永田町の参院議員会館
　主要政党の女性議員インタビュー最終回は、参院で最年少の共産党・吉良佳子氏（３３）。力を入れる子育ての問題では、依然として残る長時間労働の慣行が「元凶」だと指摘し、その是正を訴えた。主なやりとりは次の通り。
　－安倍政権が掲げる「１億総活躍」や「女性が輝く社会」をどう評価するか。
　管理職登用などに数値目標を定める方向性は大事な視点だ。ただ、本当にやる気があるのかと言わざるを得ない部分もある。雇用面では実態として男女の賃金格差がある。保育の問題でも、質を担保しないで子どもを詰め込む手法では対策と言えない。分かっていないと言わざるを得ない。
　－世間の男性管理職らに注文はあるか。
　女性とか男性とか若いとか、カテゴライズから入る方が多いと思うが、一個人として向き合ってほしい。女性でも打たれ強い人はいるだろうし、いろいろな言葉にナイーブに反応してしまう人は男女問わず居るはず。
　－政界入りの動機は。
　入党は大学１年の時。父親が共産党の地方議員（高知市議）だった。共産党が反戦平和を貫いてきたことに共感していた。２００５年に印刷会社に入社し、企業の社会的責任の報告書を書いていた。０８年にリーマン・ショックが起き、主だった企業の社会的責任の報告書を調べたら、派遣切りについて書かれているのはほぼゼロだった。すごく疑問を感じているさなかに声がかかり、０９年の東京都議選に立候補した。
　一歩外に出て、自分の思いを真っすぐ訴えていきたいと決意した。次点で落選したが、次回も目指そうと頑張っている時に１３年の参院選で、また声が掛かり、国政で雇用のルールそのものを変えて理想の社会をつくる仕事をしたいと挑戦した。
　－６０社受け、内定は１社だったそうだが、就職氷河期をくぐり抜け、民間企業で働いた経験はどう生きているか。
　就職活動では「女性を採るのは結婚、出産もあるからリスクだ」と言われた。それに対して何も言えなかった悔しさがある。サービス残業もどきが横行しているのを目の前で見てきた。周囲にも働き過ぎて身体を壊したケースは少なからずあった。それが（雇用問題に取り組む）原動力になっている。
　－０歳児を抱えて共働きしているが。
　もう大変。認可保育園に入れず、認可外の保育園に何とか入れたが、バスを使って片道４０分。朝送って、その足で電車で国会に行く。朝食を取る時間がないときもある。迎えも（目黒区議の）夫と分担しながら。保育園では離乳食などの相談もしている。親だけでなく、コミュニティーで支え合いながら子育てすることの大切さを実感している。
　－子育てや少子化といった問題の解決の道筋をどう考えるか。
　一番は働き方。長時間労働は、生きにくい社会の元凶になっている。長時間働かないと昇進も昇給もない。子育てや家事をしようと思っても、男女問わずできない。まず、これを是正させることで、家庭の時間もきちんと保障すべきだ。短い労働時間でも生活できるだけの賃金も保障しないといけない。
　－夫が姓を変えたそうだが。
　１３年参院選のとき、彼は都議選の（共産党の）候補者で一緒に活動することもあった。付き合い始めたのは参院議員になってから。１４年末に結婚した。当初は事実婚だった。
　ただ、現行の法制度では産まれた子供は非嫡出子になってしまうので、出産を機に婚姻届を出した。その時に夫婦で話し合い、「吉良」にした。夫は通称と戸籍名が違うことで大変な思いをしている。銀行カードの名義など使い分けが非常に面倒くさい。選択的夫婦別姓により多様な夫婦の在り方を認めることは重要だ。
　◇吉良佳子氏略歴
　吉良　佳子氏（きら・よしこ）早大一文卒。印刷会社勤務を経て１３年参院選の東京選挙区で共産党から出馬し、初当選。目黒区議の夫との間に男児。高知市出身。　（2016/06/15-11:00）
しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

舛添都知事　辞職　「政治とカネ」　世論と共産党の追及で

　政治資金の不正支出疑惑などで批判を受けている東京都の舛添要一知事は１５日午前、都議会の川井重勇議長に２１日付で辞職願を提出し、同日夜の本会議で辞職が認められました。舛添知事は９月まで「時間をいただきたい」などと居座りの姿勢を示していましたが、全会派共同提出で不信任決議案が可決される見通しとなり、辞職を求める圧倒的な世論に追い詰められました。

　一連の疑惑は、日本共産党都議団が４月７日、舛添知事の高額海外出張の実態を告発したことが発端で明らかになりました。公用車の私的使用問題、政治資金の不正支出疑惑も発覚しました。

　共産党都議団は都議会で具体的事実を追及し、辞職を求めるとともに、６月１３日に不信任決議案の提出を表明しました。他の野党会派も不信任決議を提案、自民、公明を含む全会派の共同提出につながりました。

　２０１４年の都知事選で舛添知事を支援した自民、公明両党も世論に追い詰められて辞職を求めざるをえなくなりました。

　１５日の都議会本会議で共産党都議団は、疑惑の全容解明のため、強力な権限を持つ百条委員会の設置を求める動議を生活者ネットとともに提出しましたが、共産、生活者ネット、かがやけなどの賛成少数で否決されました。反対したのは自民、公明と民進系の２会派などで、真相解明に背を向けた責任が問われます。

　舛添氏は、裏金受領問題で猪瀬直樹前知事が辞職したことによる１４年２月の都知事選で初当選。２代続けて「政治とカネ」の問題で都知事が任期途中で辞職する前代未聞の事態となりました。

　辞職に伴う知事選は議長の選挙管理委員会への通知後､５０日以内に行われます｡

問われる自公の「製造者責任」知事選は４野党・市民の枠組みで

舛添都知事の辞職　志位委員長が会見

　日本共産党の志位和夫委員長は１５日、党本部で記者会見し、舛添要一東京都知事が辞職願を提出したことについて記者団から問われ、「舛添知事の辞職は当然です。ただ、舛添氏を知事にかつぎだし、全面支援した自民党、公明党の『製造者責任』が厳しく問われます。さらに、甘利明前経済再生担当相の口利き疑惑を含む自民党の金権体質が厳しく問われます。わが党は、国政でも都政でも清潔で信頼できる政治への刷新を求めてたたかっていきたい」と表明しました。

　志位氏は、都知事選挙について、「一地方の選挙にとどまらず、国政にも大きく影響を与えるものです。清潔で信頼できる都政に刷新するため、わが党は国政で進んでいる『４野党プラス市民』の枠組みを大切にして、ベストの候補者を擁立すべく努力したい」と述べました。

　また、志位氏は「一連の政治とカネにかかわる問題については、企業・団体献金の問題、政党助成金の問題が腐敗をもたらす根っこにあることは明らかです。これをなくしていく努力を続けていきます」と述べました。

しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

参院選に影響恐れる　自公、甘い対応から急転換

　舛添要一東京都知事は６月議会の最終日の１５日に辞職願を都議会議長に提出しました。政治資金疑惑で厳しい批判を浴びている舛添知事に、甘い対応をしてきた自民党や公明党が、不信任案提出など辞職を求める方向にかじを切ったのは、舛添氏に向いていた批判の矛先が、同氏を担ぎ出した自公両党に向いてきたからです。「東京の問題」（菅義偉官房長官）などとして、当初は知らん顔していましたが、参院選への影響拡大に危機感を強めています。

　「官邸の判断は遅すぎだ。先週になって世論調査を行ったら、ものすごい批判が出て、地方の参院選のブロック（選挙区）でも、相当な影響が出ることがわかりあわてた」

　自民党関係者はこう述べます。

　自民党は、舛添氏を追い込み、参院選と知事選が重なる「ダブル選挙」になることを嫌い、曖昧な対応をしてきましたが、都民の怒りを買いかえって裏目に出た形です。

　知事辞任で７月に後任の選挙になると、４年後の東京五輪近くに次の知事選挙となることから、９月まで延命させる「構想」もありました。

　しかし､自民党関係者は｢そんなことをしたら自民･公明は世論に総すかんを食う｡舛添知事が１３日の委員会で『リオデジャネイロ(五輪)に行かせてくれ』と言ったものだから､それに同調するわけにはますますいかなくなった｣と述べます｡

　１４日に開かれた、比例候補の擁立を進める職域団体の会合で、谷垣禎一幹事長は「今、東京で苦労している。こういうことが起きるとペケがつくかもしれない。これが参院選の怖さだ」と述べました。閣僚の一人も「４年後のことはどうだっていい、それより目の前の選挙だ」として焦りを募らせ、同党奈良県連は、舛添氏の早期辞任を求める申し入れを党本部に送る（１４日）など、早期決着を求め緊迫が強まっていました。

　舛添氏の辞任で「参院選挙までには有権者は忘れる」（関係者）という侮りもある一方、全く解明されないまま放置されている甘利明前経済再生担当相の口利き疑惑など、自民党の金権体質への無反省ぶりは際立っており、この点でも、厳しい審判が求められます。

　（中祖寅一）

しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

舛添都知事辞職　都民世論の画期的勝利　「光った共産党の追及」の声

　東京都議会から辞職要求を突き付けられた舛添要一知事は１５日、しぶしぶ辞職を表明しました。３万件を超える都への抗議・意見を寄せた都民の世論の画期的な勝利です。

　舛添知事の一連の疑惑は、日本共産党都議団（吉田信夫団長、１７人）の高額海外出張の実態調査結果公表が発端となりました。「共産党の追及が光りましたね」。共産党の質疑を取材した商業メディア記者の感想です。

　都庁内からは「共産党が提案した不信任決議を、与党まで提案するとは予想しなかった。都政史上画期的な出来事だ」と驚嘆の声があがりました。

疑惑が相次ぐ

　高額出張に続いて公用車での神奈川県湯河原町の別荘通い、政治資金の不正使用などの疑惑が相次いで浮上。

　なかでも政党助成金に収入の大半を頼っていた舛添氏の政治団体が、家族の旅行宿泊費・飲食費から美術品、外国旅行で購入した衣類・民芸品、漫画・児童書、額縁の購入費まで政治資金から支出していた問題は都民の怒りに火をつけました。

　都議会で焦点になったのは、２０１３年と１４年の正月に龍宮城スパホテル三日月（千葉県木更津市）に家族４人の旅行で宿泊した費用を、「会議費用」として政治資金で支出していた問題です。

　舛添知事は当初、記者会見で「事務所関係者ら」とホテルの部屋で「会議」を開いたと説明。知事が弁護士に依頼した「調査報告書」では、「会議」が「面談」に、「事務所関係者ら」が「会社社長」に変わり、宿泊したホテルや会社社長から聞き取り調査をしないまま「違法とはいえない」と結論づけました。

　共産党都議団は、知事の高額海外出張や公用車の私的使用の公私混同問題、政治資金疑惑について、独自に調査を行い、核心をつく追及を展開。本会議で与党が「違法性はない」と知事をかばったのとは対照的に、共産党は和泉なおみ・大島よしえ両都議が本会議で、１３日の総務委員会の集中審議で曽根はじめ都議が、ホテルで会社社長と面談したという知事の説明は作り話の疑いが濃いと厳しく追及しました。

　都のある幹部は「猪瀬直樹、舛添と２代続いた都知事が『政治とカネ』問題で辞職したのは恥ずかしい。早く都政を正常化してほしい」と記者に語りました。

百条委設置を

　共産党都議団は、１３年６月の都議選で８議席から１７議席に倍加し、都議会第３党に躍進。都民の世論と躍進した共産党都議団の活動が、猪瀬、舛添両知事を辞職させる推進力になりました。

　舛添氏の辞職で疑惑の幕引きをすることは許されません。偽証罪も問える強力な権限を持つ百条委員会を設置し、疑惑を徹底究明すべきです。

　「政治とカネ」にまみれた都政から決別し、都民が主人公の清潔な都政への転換が求められています。

　　（岡部裕三）

しんぶん赤旗2016年6月16日(木)

知事辞職は都民世論の勝利　都議会定例会閉会　大山党都議団幹事長が談話
	[image: image28.jpg]



（写真）大山とも子都議


　日本共産党東京都議団の大山とも子幹事長は１５日、都議会第２回定例会の閉会にあたって談話を発表しました。要旨を紹介します。



　一、本日の本会議で、舛添知事が提出した辞職願が全会一致で同意されました。舛添知事の辞職が決まったことは、都民世論の画期的な勝利です。

　舛添知事の高額な海外出張、公用車の私的利用、政治資金の不正使用に対し、都民の怒りの声が広がり、都庁に３万件を超す批判の声が寄せられ、真相究明と知事の辞職を求める声が大きく高まりました。この力が、最後まで辞職を拒み続けてきた舛添知事に、続投を断念させたといえます。

　日本共産党都議団は、独自の調査で舛添知事の税金、公的資金の私的流用の実態を明らかにし、本会議質問、総務委員会における質疑で、舛添知事を厳しく追及するとともに、知事が疑惑の全容を明らかにし、速やかに辞職するよう強く求めてきました。

　また、知事の不信任案を提出し、各会派に共同提出を呼びかけるなかで、不信任案の全会派による共同提案が実現しました。こうしたことが、辞職に追いこむ大きな力になったと思います。

　一、一方、わが党と生活者ネットが提案した偽証罪も問える、強力な権限を持つ百条委員会の設置を求める議案は、残念ながら否決されました。

　都政でふたたび、今回のような事態をくりかえさないようにするために、一連の問題を調査、解明することは避けられません。百条委員会の設置に反対した会派は都民の批判をまぬがれないでしょう。

　政治資金の不正使用問題では、舛添知事がお正月に家族とともに泊まった木更津のホテルの宿泊代金は、「会議費用」と記載され、政治資金で支払われました。わが党の追及に対し舛添氏は、知事選立候補問題で、１時間程度「面談」したからだと言いましたが、その人物の名前を明らかにすることを拒否、ホテルにその人物が実際に来たことを証明することもできなかったのです。しかも、わが党の調査で、知事が領収証と一体になっていた明細書を切り離して、政治資金収支報告書に添付していたことがわかりました。政治資金規正法違反に当たることが浮き彫りになりました。

　わが党は舛添氏が引きおこした問題の全面解明に力をつくすことはもとより、清潔で、都民が主人公の都政をつくるために、幅広い都民のみなさん、共闘できるすべての政党、団体のみなさんとともに全力をつくすものです。

舛添氏、２１日辞職＝都政停滞「耐え難い」－政治資金流用で引責、議会同意


東京都議会本会議で、退任のあいさつをする舛添要一知事＝１５日午後、東京都新宿区
　東京都の舛添要一知事（６７）は１５日、政治資金流用をはじめとする公私混同問題の責任を取り、都議会の川井重勇議長に２１日付の辞職願を提出した。都議会は１５日の本会議で舛添氏の辞職に全会一致で同意。これにより舛添氏の辞職が正式に決定した。
舛添氏語録「トップが二流のビジネスホテルに泊まりますか。恥ずかしいでしょう」
　同意を受け、舛添氏は本会議で「任期の途中でこのような形となり、反省と心残りの念は尽きないが、全て自らの不徳の致すところだ」と改めて陳謝。「これ以上、都政の停滞を長引かせることは、私にとっても耐え難いことだ。私が身を引くことが一番だと考えるに至った」と述べた。
　野党の共産党などは「疑惑の全容を明らかにすることが必要だ」として、地方自治法に基づき強力な権限を持つ調査特別委員会（百条委員会）の設置を求める動議を提出したが、賛成少数で否決された。
　舛添氏の辞職に伴う都知事選の日程は「７月１４日告示、同３１日投開票」を軸に調整が進む見通し。与野党各党は候補者選びを急ぐ。
　これに関連し、一部で出馬の可能性が取り沙汰されている総務省の桜井俊事務次官は１５日、省内で記者団に「出るつもりはない」と否定した。また、おおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は同日、前代表の橋下徹前大阪市長の立候補について、府庁で記者団に「ない」と断言した。
　２０２０年東京五輪・パラリンピックの成功などを掲げ、１４年２月にスタートした舛添都政は２年４カ月で終幕。現金受領問題で１３年１２月に引責辞任した猪瀬直樹氏と同様、２代連続で都知事が「政治とカネ」の問題で、任期途中の辞職に追い込まれた。
　１５日の本会議では、自民、公明、共産、民進各党など、全会派が共同提出した舛添氏への不信任決議案が可決される見通しだったが、都政の混乱を避けるため、その前に自ら身を引いた形だ。辞職願提出を受け、不信任案は取り下げられた。
　舛添氏をめぐっては、高額な海外出張費や公用車を使った週末の別荘通いに加え、主に知事就任前の政治資金の使途に関し、私的な飲食費や家族と宿泊したホテル代に充てていた疑惑が相次ぎ発覚。都民や都議会から批判が高まっていた。
　舛添氏は東京大助教授などを経て、１９９９年４月の都知事選に立候補したが、落選。２００１年７月の参院選に自民党から出馬し、初当選を果たした。参院議員を２期務め、厚生労働相などを歴任した。
　猪瀬氏の辞職に伴う１４年２月の都知事選には無所属で出馬し、自民、公明両党の支援を得て約２１１万票を集め、初当選した。任期は１８年２月までだった。（時事通信2016/06/15-23:29）
４年で３度目の途中退場＝石原、猪瀬氏に続き－都知事
　東京都の舛添要一知事が政治資金流用などの問題で、ついに辞職に追い込まれた。前々任の石原慎太郎氏、前任の猪瀬直樹氏も任期途中で辞めており、この４年間で「首都の顔」が３度も退場劇を繰り広げる事態となった。
　石原氏は４期目途中の２０１２年１０月、衆院選出馬のため、任期を半分以上残し辞職した。その石原氏の後継指名を受け、同年１２月の知事選に初当選した猪瀬氏は、医療法人「徳洲会」グループから５０００万円を受け取った問題で、就任からわずか１年で引責辞職した。
　舛添氏はこれに伴う１４年２月の都知事選に出馬。２０年東京五輪・パラリンピックなどを通じて「東京を世界一の都市にする」と訴えたほか、「金の掛からない政治の実現に全力を挙げる」と主張し初当選した。
　ところが、航空機のファーストクラスや一流ホテルのスイートルーム利用に伴う高額な海外出張費、公用車による別荘通いに加え、私的な支出に政治資金を充てた「公私混同」が相次ぎ発覚。猪瀬氏と同様に「政治とカネ」絡みの問題で都議会の厳しい追及を受け、任期を約１年８カ月残して知事の座から転落した。　（時事通信2016/06/15-22:25）
疑惑だらけの終幕＝「自らの不徳」－舛添氏
　「全て自らの不徳の致すところだ」。続投に強いこだわりを見せてきた舛添要一東京都知事。一連の公私混同問題に答えぬまま、１５日の都議会本会議で辞職に同意を受け、舛添都政は終幕を迎えた。２分半の退任あいさつでは「東京五輪・パラリンピックのため全身全霊取り組んできたつもりだ」と語り、知事職への未練ものぞかせた。
　議案の討論では、与野党議員が「都政に深刻な影響を与えた責任は極めて重大」「辞職は遅きに失した」と相次いで糾弾。舛添氏は目をつぶって耐えるしかなかった。
　午後８時前、辞職が「異議なし採決」で同意されると、一斉にカメラのシャッター音が響いたが、舛添氏は身じろぎもせず、硬い表情で目を伏せたままだった。
　舛添氏が発言したのは議事の終盤。川井重勇議長に指名され、演台で深々と頭を下げた。福祉政策などを「一定の成果もあったのではないか」と自己評価。不信任決議案提出に猶予を求めたのは「リオ五輪を控える中での選挙は、次期開催都市としてふさわしくないと考えた」と弁明した。
　くしくもこの日は、２０２０年東京五輪開幕まであと１５００日。最後まで疑惑に答えず知事職の延命を図った舛添氏に「東京を世界一の都市にする」と高らかに誓ったかつての姿はなかった。（時事通信2016/06/15-22:05）
「当然」「自民に責任」＝与野党、都知事選へ対応急ぐ－舛添氏辞職
　東京都の舛添要一知事が辞職願を提出したことについて、与野党に「当然だ」との受け止めが広がる一方、野党からは２０１４年の都知事選で舛添氏を支援した自民党の責任を追及する声が相次いだ。各党は後継を決める都知事選への対応を急ぐ。
　自民党の谷垣禎一幹事長は１５日午後、党本部で記者団に、舛添氏を支援したことに関し「都民に迷惑を掛けたことは甚だ申し訳ない」と陳謝。後継候補の選定については「都民がどう感じているか、都議会の意向も十分承知しながらやっていく必要がある」と語るにとどめた。
　同党東京都連会長の石原伸晃経済再生担当相も記者団に「ざんきの念に堪えない。次は２０年東京五輪を迎えるにふさわしい人を、これからしっかり選んでいかないといけない」と述べた。
　舛添氏に辞職を求めていた都連の関係者は、舛添氏の決断に関して「説得に応じたということだ」と説明。同党の茂木敏充選対委員長は党本部で、都連所属の萩生田光一官房副長官と会談し、今後の対応を協議した。
　公明党の山口那津男代表は党本部で記者団に「推薦した立場として、じくじたる思いだ。申し訳ない」と表明。同党幹部は舛添氏辞職を「当然」としながらも「後任選びは、あまり拙速であってはならない」と語った。
　民進党の岡田克也代表は、党本部で記者団に「もっと早く意思決定してほしかった。混乱が続いており、安倍晋三首相、自民党の責任は重い」と指摘。知事選への対応については、「しっかり都政を刷新できる、勝てる候補が必要だ」と語った。
　共産党の小池晃書記局長も「辞任は当然だ。舛添氏を推した自民党と公明党の『製造者責任』が厳しく問われる」と強調した。共産党幹部は知事選について、参院選１人区で野党候補を一本化したことに触れ、「その枠を壊すべきではない」と述べ、民進党に共闘を求めた。　（時事通信2016/06/15-13:29）
自民・石原氏「申し訳ない」　都知事選の候補者擁立へ
朝日新聞デジタル2016年6月15日13時32分
　舛添要一・東京都知事が辞職願を提出したことを受け、自民党都連会長の石原伸晃経済再生相は１５日、２０１４年都知事選で自民が舛添氏を支援したことを念頭に、「慚愧（ざんき）の念に堪えない。都民に申し訳ないという気持ちでいっぱいだ」と記者団に語った。そのうえで、「２０年に東京五輪がやってくるので、（都知事に）ふさわしい方をしっかりと選んでいかなければならない」とし、都知事選に候補者を擁立する考えを示した。
　公明党の山口那津男代表も、都知事選への候補者擁立について「主体的に取り組む」と記者団に語った。
　一方、民進党の岡田克也代表は、党本部で記者団に対し、「一歩前進だが、もっと早く意思決定して欲しかった。前知事を含めて安倍晋三首相、自民党の責任は重い。次は混迷した都政を刷新できる人でないとならない」と語った。知事選への対応については「きちんと辞表が出されてから答えたい。勝てる候補が必要だ」と述べるにとどまった。
政権は参院選への影響懸念　野党は自公の責任追及

共同通信2016/6/15 12:43

　安倍政権は、舛添要一東京都知事が15日に辞職願を提出したのを受け、間近に迫った参院選で逆風となるのを懸念している。2014年の知事選で舛添氏を応援した経緯があり、野党の「格好の攻撃材料」（自民党筋）になり続けるのは必至。安倍晋三首相ら政権幹部は遊説などで、「アベノミクス」や外交の実績を訴え、ダメージ回避へ全力を挙げる構えだ。

　世耕弘成官房副長官は記者会見で「知事自身と自民、公明両党をはじめとする都議会の皆さんが都民の意思を十分に踏まえて適切に対応した」と指摘。次期都知事選への候補者選定については「全く何も分からない」と述べるにとどめた。

舛添知事辞職　２０日の集中審議中止、疑惑は棚上げ

東京新聞2016年6月16日 朝刊
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　政治資金の私的流用など公私混同が批判されていた東京都の舛添要一知事（６７）は十五日、この問題の責任を取り、川井重勇（しげお）都議会議長に辞職願を提出した。議会は本会議で辞職に同意。舛添氏は本会議で発言を求め「すべて自らの不徳のいたすところ。これ以上、都政の停滞を長引かせることは堪え難い。身を引くことが一番だ」と理由を述べた。退任は二十一日付。後任を決める知事選の投票日は七月三十一日か八月七日が有力で、与野党は候補者選びを本格化させた。（都政取材班）

　都議会はこの問題で集中審議を二十日に予定していたが「これ以上話を聞くのは困難」として開催を取りやめた。舛添氏の問題に関しては徹底解明を求める声は根強く、都議会の対応も批判を浴びそうだ。

　世論の批判の高まりを受け都議会がこの日、不信任決議案を全会一致で可決する方針だったのを受け、二年四カ月での退陣。都知事は石原慎太郎氏、猪瀬直樹氏に続く任期途中の辞職で、政治とカネの問題では二代連続の異常事態となる。

　舛添氏はこの日午前、都職員を通じて川井議長に辞職願を提出した。これを受け都議会は不信任案を取り下げた。

　舛添氏が二十一日まで職にとどまるのは、副知事人事の発令など残務整理のためという。午後の本会議で「二〇二〇年東京五輪・パラリンピック成功のため、全身全霊で取り組んだつもり」と述べ、「保育施設の充実や地域包括ケアシステムの構築に、一定の成果があったのではないか」と自己評価した。

　知事選の日程は（１）七月十四日告示、三十一日投開票（２）七月二十一日告示、八月七日投開票－が濃厚で、選挙管理委員会が正式に決める。

　舛添氏の公私混同問題を巡っては、高額な海外出張旅費や公用車での毎週末の別荘通いなどが判明していた。

　高まる世論の批判に、都議会も集中審議を開き、追及を強めた。それでも舛添氏は疑惑の詳細な説明を拒み、議会側の不信任案提出の動きにはリオデジャネイロ五輪・パラリンピック（八月五日～九月十八日）への影響を理由に先送りを要請していた。

クローズアップ２０１６　舛添都知事辞職　自民懸命の幕引き　参院選へ影響恐れ
毎日新聞2016年6月16日　東京朝刊
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注目ニュース90秒 舛添都知事が辞職願
東京都の舛添要一知事は１５日午前、政治資金支出などを巡る公私混同問題で都政を混乱させた責任を取り、都議会議長に２１日付での辞職願を提出した。与党の自民、公明を含む都議会全７会派が共同して不信任案を提出することを決め、これ以上とどまることはできないと判断したとみられる。舛添知事がリオ五輪後まで続投を望んだのはなぜか、政治とカネについてのスタンスはどうだったか。前都庁キャップとして舛添都政を担当していた武本光政東京地方部デスクに聞いた。
　東京都の舛添要一知事は１５日、公私混同問題への批判を受け辞職願を出した。続投を懇願していた舛添氏に対し、最終的に決断に追い込んだのは、２０１４年の知事選で支援した自民党だった。都議会幹部らが不信任案提出をちらつかせながら自ら職を辞するよう説得を繰り返した。首相官邸や自民党本部も公示が１週間後に迫った参院選への影響を懸念。自民都連を通じた舛添氏への辞任圧力が強まっていた。 
　１５日午前９時過ぎ、舛添氏は予定より約２時間早く都庁に登庁し、知事室にこもった。同１０時前、Ａ４判の紙１枚を持った都職員が議会局を訪れた。「一身上の都合で知事を辞職したい」。パソコンで書かれた簡単な文面には、自筆のサインが添えられていた。 
　前日の１４日早朝、都内のホテルに自民党東京都連の石原伸晃会長（経済再生担当相）、下村博文会長代行（総裁特別補佐）ら幹部が集まり、ドアの前についたてが置かれた部屋の中で緊急会議を開いた。１３日の都議会総務委員会の集中審議で、次回開催都市の代表として五輪旗などを受け取るリオデジャネイロ五輪・パラリンピックに知事選や解散後の都議選が重なることを理由として、不信任案提出の猶予を求めた舛添氏への対応が話し合われた。 
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　ともに舛添氏を支えてきた公明は徹底追及を求める支持者の声を受けて１３日中に不信任案提出を決め、単独でも出す意向を自民に伝えていた。緊急幹部会議では、公明に同調するかが議論の焦点になった。 
　「（舛添氏を辞めさせろという）世論になってしまった。参院選への影響が東京だけでなく全国で出る」「舛添氏は糸が切れたたこのようだ。（不信任案を出せば）本気で都議会解散をやりかねない」。提出への賛否は割れた。最終的に、舛添氏を自発的な辞職に追い込むことで一致した。 
　１４日午後０時半ごろ、報道陣が待ち構える都庁第１庁舎２階の正面玄関を避け、舛添氏は別のルートを通って都議会の川井重勇（しげお）議長の部屋を訪ねた。「身を引いてください」。引導を渡そうと説得を重ねる川井議長。しかし、舛添氏は首を縦に振らず、話し合いは物別れに終わった。舛添氏は一旦都庁を出て、同１時前に正面玄関に現れた。川井議長の説得を無かったことにするような動きだった。 
　自民は不信任案提出を表明して舛添氏を揺さぶる。一方で直後に開催された議会運営委員会理事会を「自民が不信任案の文案を作る」との理由で休憩とさせ、その間も説得を続けた。 
　午後５時半過ぎ、知事室にこもっていた舛添氏が動く。議運委理事会への出席を求め「ここまで耐えてきたのは（大会中に選挙になると）リオ五輪で東京が笑いものになるから」と涙ながらに訴えた。発言後、舛添氏は目を充血させ報道陣の前を無言で通り過ぎた。 
　再び休憩となる理事会。今度は川井議長と都議７期目の重鎮、内田茂議員が人目を避け知事室などで相次いで舛添氏に接触した。複数の都幹部によると、２人は「不信任案が可決されたことは都政史上ない。そんな汚点を残していいのか」と諭したという。これを受け舛添氏は１４日深夜、辞意を自民側に伝えた。 
　一夜明けて、舛添氏は辞職願を提出した。ある都幹部は推測した。「不信任案が可決され都議会解散に踏み切れば、（都民や議会から）『国賊』扱いされるのは目に見えている。舛添氏は『次』を視野に入れているのではないか」【川畑さおり、円谷美晶】 
野党は「製造者責任」追及 
　舛添氏への世論の反発は自民、公明両党の想定を超え、「なぜ辞めさせないのか」との声が東京以外の議員事務所にも寄せられていた。支持者や地方組織から両党本部が突き上げられる状況は、党役員を通じ安倍晋三首相にも伝わった。 
　首相は１４日夜に都内で自民党の茂木敏充選対委員長と意見交換。首相に近い萩生田光一官房副長官は自民都連所属でもあり、官邸関係者は首相が都連などと連携して事態収拾に動いたことを示唆する。複数の政府関係者は１４日の時点で「舛添氏の暴走が怖い」と、舛添氏による都議会解散に危機感を示していたが、世論の批判の矛先が自公両党に向きつつあることをより懸念。都連による説得を見守った。 
　結果として舛添氏が辞職し、自公両党では安堵（あんど）が漏れる。東京選出の自民党衆院議員は「こんなに（辞意表明が）うまくいくとは思っていなかった」とほっとした表情を浮かべた。背景には、２０１４年の知事選で自民党都連と公明党都本部が舛添氏を推薦した経緯がある。首相自身、１４年２月２日の東京・銀座での街頭演説で「東京の課題に決断と実行力を持って取り組めるのは、舛添さんしかいない」と声を張り上げていた。 
　参院選への悪影響を抑え込むため、与党は低姿勢で臨む方針だ。自民都連会長の石原伸晃経済再生担当相は１５日、党本部で記者団に「応援した者として慚愧（ざんき）の念に堪えない。都民の皆様に申し訳ない気持ちでいっぱいだ」と陳謝。公明党の山口那津男代表も党本部で「推薦した立場として内心じくじたる思いがある」と語った。ただ、萩生田氏は記者会見で１４年知事選に言及し「自民都連と公明都本部、連合東京で推薦した。連合東京は当時の民主党の最大の支持母体だ」と指摘し、温度差もにじんだ。 
　民進党の岡田克也代表は１５日、「猪瀬直樹前知事を含めて混乱が続いている。首相、自民党の責任は重い」と党本部で記者団に語った。共産党の志位和夫委員長は党本部で「舛添氏を全面支援した自民、公明の製造者責任が厳しく問われる」と批判。甘利明前経済再生担当相の金銭授受疑惑と合わせ「自民党の金権体質が問われる」と語った。【野口武則、高橋克哉】 
舛添知事辞任　参院選前、与党安堵
毎日新聞2016年6月15日　20時49分（最終更新　6月15日　21時25分）
　舛添要一東京都知事の辞職に自民、公明両党からは安堵（あんど）の声が漏れた。２０１４年の知事選で自民党都連と公明党都本部が舛添氏を推薦していたことで、世論の舛添氏批判の矛先が両党に向かいつつあった。両党は２２日公示の参院選への影響を抑え込もうと躍起だが、野党は舛添氏の「製造者責任」を追及する構えだ。 
　「東京の課題に決断と実行力を持って取り組めるのは、舛添要一さんしかいないじゃありませんか」 
　１４年２月２日の東京・銀座での街頭演説で、安倍晋三首相は声を張り上げていた。２年４カ月たった１５日、自民都連会長の石原伸晃経済再生担当相は党本部で記者団に「応援した者として慚愧（ざんき）の念に堪えない。都民の皆様に申し訳ない気持ちでいっぱいだ」と陳謝。公明党の山口那津男代表も党本部で「推薦した立場として内心じくじたる思いがある」と語った。ただ、首相に近い萩生田光一官房副長官は官邸での記者会見で１４年知事選に言及し「この時は自民都連と公明都本部、そして連合東京で推薦した。連合東京は当時の民主党の最大の支持母体だ」とも指摘し、温度差がにじんだ。 
　舛添氏への世論の反発は自公両党の想定を超え、「なぜ辞めさせないのか」との声が東京以外の議員事務所にも寄せられていた。支持者や地方組織から両党本部が突き上げられていただけに、東京選出の自民党衆院議員は「こんなに（辞意表明が）うまくいくとは思っていなかった」とほっとした表情を浮かべた。 
　一方、民進党の岡田克也代表は１５日、「猪瀬直樹前知事を含めて混乱が続いている。首相、自民党の責任は重い」と党本部で記者団に語った。共産党の志位和夫委員長は党本部で「舛添氏を全面支援した自民、公明の製造者責任が厳しく問われる」と批判。甘利明前経済再生担当相の金銭授受疑惑と合わせ「自民党の金権体質が問われる」と語った。【野口武則、高橋克哉】 
参院選へ障害除去＝自民、舛添氏に引導
　政治資金の公私混同問題で瀬戸際に立たされている舛添要一東京都知事をめぐり、自民党がようやく不信任決議案を提出し、「舛添切り」にかじを切った。野党に加え与党の公明党も即時辞任を求める中、少しでもかばっていると見られれば、批判の矛先が自らに向き、７月の参院選の「障害」になりかねないためだ。
　自民党は当初、舛添氏を追い込めば、参院選と都知事選の「ダブル選」もあり得ると警戒。次の知事の任期が２０２０年東京五輪の開催時期と重なることもあり、辞任時期の先延ばしを探っていた。
　ただ、煮え切らない態度を続けている自民党への批判は無視できないほどに広がっていた。党関係者の一人は、参院選東京選挙区で陣営が開いた集会などで、聴衆から「なぜ舛添氏を辞めさせないのか」とのやじが飛んだり、出席した支持団体から「このままほっておくなら、自民を応援しない」とささやかれたりしていると明かす。
　比例代表で同党から組織内候補を擁立する職域団体が１４日に開いた会合でも、谷垣禎一幹事長が「今、東京で苦労している。こういうことが起きるとペケが付くかもしれない。これが参院選の怖さだ」と指摘した。
　西日本選出の閣僚は舛添氏の問題が地元に影響しつつあると焦りを募らせる。「４年後の知事選が東京五輪と近接しようが、そんな先のことはどうだっていい。それより目の前の参院選だ」と言い切った。奈良県連は舛添氏の早期辞任を求める申し入れ書を１４日、党本部に速達で送った。
　自民党としては、不信任案の採決前に舛添氏が自発的に辞任するのがベストで、同党はぎりぎりまで調整を続けるとみられる。一方、不信任案が採決されれば、可決は確実な情勢。問題は可決後、舛添氏が辞職するか、都議会を解散するか見えていないことだ。
　知事選になった場合、本命の後継候補がいるわけではなく、人選が難航するのは必至。一方、政府関係者の一人は「舛添氏は議会を解散する可能性がある」と身構える。
　民進党の枝野幸男幹事長は１４日、記者団に「お辞めいただくのは当然だが、舛添知事をつくった自民党がきちっと引導を渡す責任がある」とけん制した。　（時事通信2016/06/15-01:07）
舛添氏説得 首相が引導　直接電話、語気強め 
日本経済新聞　電子版2016/6/16 2:00
　東京都の舛添要一知事が６月議会会期末の15日、辞職願を提出した。最後まで辞職を拒み続けた舛添氏に、都議会だけでなく参院選への影響に危機感を抱いた与党の国会議員らは激しい説得工作を繰り広げた。舛添氏が急転直下、15日朝に辞意を固めるまでの舞台裏を追った。
　15日朝、都内ホテルに自民党都連の石原伸晃会長や都議の内田茂幹事長ら幹部が集まった。
　「このままだと議会が解散される可能性が高い」。舛添氏が辞職…
【続きは別紙日経新聞記事本文＝PDFで】
舛添氏説得 首相が引導　直接電話、語気強め 
2016/6/16 2:00日本経済新聞　電子版 
　東京都の舛添要一知事が６月議会会期末の15日、辞職願を提出した。最後まで辞職を拒み続けた舛添氏に、 
都議会だけでなく参院選への影響に危機感を抱いた与党の国会議員らは激しい説得工作を繰り広げた。 
舛添氏が急転直下、15日朝に辞意を固めるまでの舞台裏を追った。 
　15日朝、都内ホテルに自民党都連の石原伸晃会長や都議の内田茂幹事長ら幹部が集まった。 
　「このままだと議会が解散される可能性が高い」。舛添氏が辞職せずに解散し、真夏の都議選を迎えたときの 
対応策まで話し合われた。内田氏の携帯電話が鳴ったのは協議が１時間ほどたったころ。舛添氏が辞職願を出すとの情報だった。
（※中略） 
　「俺が説得しようか」。首相に舛添氏への説得役を買って出たのはやはり森氏だったが、しばらくして返ってきたのは 「説得しきれなかった」という返事だった。 
　自民党都議らによる舛添氏への説得は15日未明まで続いた。舛添氏に「辞職する考えさえ示してくれれば、 すぐに辞職に追い込むことはしない」などと、辞職願に日付を入れず、都議会議長預かりとする落としどころを探ったが、 調整は不調に終わった。 
　「むしろ混乱は深まっている。最後は政治家として自ら退く判断をしてほしい」。自民党都連が会合を開いた15日朝、 首相は舛添氏に電話で自ら辞職するよう伝えた。なおしぶる舛添氏に「いま退けばまだ再起の芽はあるかもしれないから」と 語気を強めた。
萩生田官房副長官、舛添都知事を民進党の一部議員も応援と批判
フジテレビ系（FNN） 6月15日(水)23時50分配信
前回の都知事選で、民進党の一部議員も舛添都知事を応援したと指摘した。
萩生田官房副長官は「民主党の議員の中にも、一緒に応援をされた方がいるわけですから。責任を転嫁するようなことではなくて。(与党としての)説明責任を果たしていきたい」と述べた。
萩生田副長官は、舛添氏が当選した2014年の都知事選について、「自民公明、連合東京で推薦した。連合東京は当時の民主党の最大の支持母体で、民主党議員にも応援した人がいる」と指摘し、与党の責任を追及する民進党の姿勢に苦言を呈した。
舛添知事の辞職 正式決定
NHK6月15日 20時04分
東京都の舛添知事は、政治資金などを巡る一連の問題で、都議会が不信任決議案を全会一致で可決することが確実となったことを受けて１５日午前、議長に辞職願を提出し、１５日夜、都議会の本会議で了承されました。舛添知事は今月２１日付けで辞職することが正式に決まり、就任からおよそ２年４か月での辞職となりました。
東京都の舛添知事の政治資金などを巡る一連の問題で、都議会は自民党も公明党も含めた７つの会派が、舛添知事に対する不信任決議案を１５日の本会議に提出することを決め、全会一致で可決されることが確実となっていました。
こうした状況を受け、舛添知事はみずから辞職することを決め、午前中、議長に辞職願を提出しました。
これを受け、各会派では不信任決議案を取り下げることを決め、午後８時前に都議会の本会議で舛添知事の辞職願が全会一致で了承されました。舛添知事は今月２１日付けで辞職することが正式に決まり、おととし２月の就任以来、およそ２年４か月での辞職となりました。
一方、共産党などが出したより厳しい調査権を持つ百条委員会の設置を求める動議は自民党や公明党それに民進党などが反対し、否決されました。
このあと、舛添知事の要望で発言の時間が設けられ、舛添知事は「東京を世界一の都市にするために私なりに力を尽くしてきた。オリンピック・パラリンピックの２０２０年大会の成功のため全身全霊を傾けて取り組んできた。しかし、私自身の問題で任期途中でこのような形になり反省するとともに心残りの念が尽きないが、みずからの不徳の致すところだ」と述べました。
そのうえで、「これ以上、都政の停滞を長引かせることは私にとっても耐え難いことで、私が身を引くことがいちばんだと考え、都知事の職を辞する決意をした。これからは一都民、一国民として、オリンピックの成功と東京都のますますの発展を心から祈っている」と述べて議場をあとにしました。
閉会後、舛添知事は、報道各社の問いかけには何も答えず、足早に立ち去りました。
自民「適切な身の処し方」「蹴って追い出したくない」
本会議で舛添知事の辞職願が了承されたことについて、自民党の野村有信議員は「最後は立派なあいさつで、これだけ男らしい行動を取れるならもっと早く取るべきだったと思う。身から出たさびだが、都政を一緒にやってきたものとしては悲しい。ただ、都民の皆さんの心情をくむのがわれわれの責務であり、推薦した自民党としても本人としても適切な身の処し方だったと思う」と話していました。また自民党の吉野利明議員は「いく人のことばなので、それなりの感慨も込めたことばだと思う。去っていく人を蹴って追い出すことはしたくない、そんな気持ちだ」と話していました。
公明「都政の信頼回復が最優先」
公明党の長橋桂一幹事長は、本会議で舛添知事の辞職願が了承されたことについて「わが党は今回の問題について真相究明に向けて厳しく追及し、最終的に辞職を求めていたので、その結果として知事自身が辞職を決断したことは重く受け止めたい。今は、地に落ちた都政の信頼をどう回復していくのかが最優先課題だ。簡単にできることではないので、これに全力を挙げていく」と話していました。
共産「今後も事実を明らかにしたい」
本会議で舛添知事の辞職願が了承されたことについて、共産党の大山とも子幹事長は「都民の世論が知事に辞職を決断させる大きな力となった。ただ、今回の問題は辞めれば済むという話ではなく、今後も引き続き事実を明らかにしていきたい」と話しました。また、本会議での舛添知事の辞任のあいさつについて「今回の問題について都民への謝罪が全くなく、何が悪かったのか自覚できていないと感じた」と話していました。さらに、次の新しい知事について「都民の暮らしをちゃんと守ることができる知事を選びたい」と話していました。
民進「都政の停滞を打開したい」
民進党の尾崎大介幹事長は「不信任決議案が固まってから辞職を決意したのは、遅きに失した印象だ。今回の議会では、都政の課題について審議できなかったので都政の停滞を打開するべく頑張りたい」と話していました。また、次の新しい知事については「知事が２期続けてお金の問題で辞職したので、お金にクリーンな方を選びたい。早く次の知事を決めて新たな都政をスタートし、東京オリンピックに影響が出ないようにしたい」と話していました。
傍聴人は「継続調査が必要」「逃げた感じ」
都議会の本会議が終わったあと、傍聴した人に話を聞きました。
６０代の会社経営者の男性は、「舛添知事がみずから出処進退を決断して辞職したことは一定の評価はするが、知事自身が都民を愚弄した結果であり、これで疑惑がすべて消えたわけではなく、継続して調査することが絶対必要だ。東京オリンピックなどへの影響も心配されているが、今回の辞職とは切り離して考えるべきだ」と話していました。
また、３０代の会社員の男性は、「辞職は当然だが、『政治とカネ』の問題でこういった形になるのは、都民としては恥ずかしい。舛添知事は、疑惑について最初から自分のことばで真相を語っていれば、こんなに大きなことにはならなかったのではないか。次に都知事になる人には、お金にクリーンで、小さなことでもコツコツと堅実に積み上げる人になってほしい」と話していました。
さらに２０歳の男子大学生は、「舛添知事は、しっかり、説明責任を果たさずに逃げた感じがある。辞職は仕方ないがタイミングが遅く、２０２０年の東京オリンピックなどへの影響も心配だ」と話していました。
専門家 潔さ感じられず都民の理解低い
東京都庁の元職員で地方自治に詳しい中央大学の佐々木信夫教授は、舛添知事が辞職を決めたことについて、「都政を翻弄し、都民の政治に対する信頼を失わせた責任は大きく、けじめのつけ方としてもっと早く辞めるべきだった。議会に追い詰められて仕方なく辞めるという印象で、潔さは感じられず、都民の理解は低いと思う」と話しています。
そのうえで、「もともとは２０日に集中審議が予定されていて、２１日に辞職するならば都民に正直に説明する最後のチャンスだ。辞めてうやむやにするのではなく、きちんと説明責任を果たすことが求められる」と指摘しました。
また３回連続で知事が任期途中で辞任することについては、「この５年で４回、都知事選を行うことになり、日本の戦後史、都政の歴史始まって以来の堕落した状況だ。知事選挙１回で５０億円かかると言われ、お金に苦労している地方からは怒りの声が上がっている。ただの人気投票の選挙ではだめで政策論争をしっかりして政治的実行力がある人を知事に選ぶべきだ」と話しています。
また、今回の辞職によって知事選挙が東京オリンピックの期間と重なる可能性があることについては、「東日本大震災の際には、被災地で統一地方選を延期したケースもあった。オリンピックは国家的な行事であり、法律や条例を改正し、任期を前倒ししたり延長したりするなど、ルールを変えて対応することは可能だ」と指摘しています。
与野党、後任選びに着手＝国会議員、官僚、五輪関係者ら浮上－調整難航も・都知事選
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　与野党は１５日、舛添要一東京都知事の辞職に伴って７月末にも行われる都知事選の候補者選びに着手した。自民党は、推薦した舛添氏の辞任劇を招いた責任から慎重に人選を進める方針。民進党は独自候補擁立を目指しつつ、野党共闘も視野に入れる。既に与野党の現職国会議員を含め複数の名前が飛び交っているが、参院選（２２日公示－７月１０日投開票）への取り組みと同時並行となる選考作業は難航も予想される。
テレビの論客、厚労相で脚光＝自民野党転落で新党－舛添氏
　自民党の谷垣禎一幹事長は１５日、都知事選の候補者選びについて「都連や都議会自民党の意向を尊重してやっていく」と記者団に語った。この日は茂木敏充選対委員長や都連会長の石原伸晃経済再生担当相らが対応を協議。１７日には都選出国会議員団が会合を開いて意見集約を進める。
　自民党が支援した猪瀬直樹前知事と舛添氏がともに「政治とカネ」で辞職に追い込まれたことから、同党内には「わが党は主導して立てない」（幹部）と慎重意見が根強い。党関係者の一人は「幅広い政党が乗れるような党派色の薄い人を探す」と、与野党相乗りも選択肢との考えを示す。
　自民党内では、石原氏や小池百合子元防衛相らの名が挙がるほか、民進党保守系の長島昭久衆院議員を与野党で担ぎ出す案も浮上している。
　総務省の桜井俊事務次官を推す声も出ている。桜井氏本人は出馬を否定しているが、人気アイドルグループ「嵐」の桜井翔さんの父で、「実務能力が高く都政を任せられる」との評価も出ている。２０２０年東京五輪・パラリンピックをにらみ、五輪競泳メダリストの鈴木大地スポーツ庁長官らの擁立論もある。
　一方、民進党の岡田克也代表は１５日、「次の知事は混迷した都政を刷新する人でなければならない」と強調。松原仁都連会長は都連関係者による協議後、「クリーンで都民の信頼を勝ち得る候補を主導的に選んでいく」と意欲を示した。
　野党陣営では、民進党の蓮舫、長妻昭両代表代行のほか、東国原英夫前宮崎県知事らの名前が挙がっている。自民党側は、前回次点だった宇都宮健児元日弁連会長も警戒している。
　蓮舫氏は行政刷新担当相などを務め、知名度も高く、自民党は「出馬すれば強敵」とみる。ただ、蓮舫氏は参院選の東京選挙区に出馬予定で、都知事選転戦の場合、民進党は参院選候補の補充を迫られる。長妻氏は記者会見で「（出馬は）１００パーセントない。国政に専念する」と述べた。
　首長経験者として、おおさか維新の会前代表の橋下徹前大阪市長も取り沙汰されるが、松井一郎代表は否定している。（時事通信2016/06/15-21:52）
都知事選に向け候補者選考に着手…自民・民進

読売新聞2016年06月15日 22時19分

　東京都の舛添要一知事の辞職が決まり、自民、民進両党は１５日、後任選出の都知事選に向け、候補者選考に着手した。

　自民党は１５日、東京都連の会合を１７日に開き、具体的な人選に入ることを決めた。ただ、猪瀬直樹前知事、舛添氏とも自民党が支援し、任期途中で辞職することになったことから、人選は慎重に進める構えだ。谷垣幹事長は党本部で記者団に「都民がどう感じているか、都議会の意向も十分尊重しながら（選考を）進めていく」と述べた。

　民進党は１５日、東京都連幹部が都内のホテルに集まり、知事選に向けた対応を協議した。

　枝野幹事長は横浜市内で記者団に「野党４党プラス幅広い市民の皆さんとの連携は大事にしながら、勝てる構図と候補者を擁立していきたい」と述べ、共産党などとの共闘も検討する考えを示した。

　民進党内で立候補を求める声が出ている蓮舫代表代行は１５日、都内で記者団から意欲を問われ、「仲間の思いや声は大事にしたい」と出馬に含みを持たせた。
都知事後継候補　民進に蓮舫氏推す声

東京新聞2016年6月16日 朝刊

 　与野党は十五日、東京都の舛添要一知事の辞職決定を受け、後継候補選びに着手した。民進党では蓮舫代表代行（４８）を推す声が上がった。蓮舫氏は七月の参院選東京選挙区に三選を目指して立候補する予定で、知事選にくら替えする場合は党内調整が必要になる。

　民進党東京都連は十五日午後、国会議員団の会合を都内で開き、都知事選への対応を協議。蓮舫氏を含む複数の名前が挙がった。出席者の一人は会合後、蓮舫氏について「有力な候補だ」と記者団に述べた。

　蓮舫氏は本紙の取材に対し「今は参院選のことしか考えていない」と述べるにとどめた。岡田克也代表は「しっかり都政を刷新できる、勝てる候補が必要だ」と記者団に述べた。

　自民、公明両党は、支援してきた舛添氏が辞職した経緯を踏まえ、慎重に後任選びを進める方針。都選出国会議員団は十七日に会合を開いて意見集約を進める。衆院東京２４区選出の萩生田光一官房副長官は記者会見で「ふさわしい人がいなければ推薦しない選択肢もあっていい」と不戦敗の可能性に言及した。

　このほか、二〇一二、一四年の都知事選に立候補した元日弁連会長の宇都宮健児氏（６９）が出馬に前向きな姿勢を示した。

産経新聞2016.6.15 23:54更新 
【舛添知事辞職】後任選び、与野党「相乗り」模索　桜井パパ、不出馬明言で迷走
　与野党は１５日、舛添要一東京都知事の後任選びに着手したが、いずれも決め手に欠けて迷走している。自民党は参院選（２２日公示－７月１０日投開票）への悪影響を懸念し、「与野党相乗り」を模索するが、早くも有力候補とされた桜井俊総務事務次官（６２）が不出馬を明言。一方、共産党は参院選との相乗効果を狙い野党統一候補を立てる「主戦論」を訴えるが、民進党には来夏の東京都議選まで見据え、相乗りに理解を示す向きもある。
　「自民党で自ら出すというレベルでない。志があって政策が合えば推薦するし、そんな人がいないなら推薦しないこともある」
　自民党東京都連に所属する萩生田光一官房副長官は１５日の記者会見で、次の都知事選は同党として積極的に擁立作業を行うべきではないとの考えを示した。
　自民、公明両党は平成２６年の東京都知事選で舛添氏を支援。政治資金問題が発覚した後は、自公も「製造者責任がある」（共産党の小池晃書記局長）などと激しい批判にさらされた。
　このため、自民党幹部は「次の都知事選は自民が主導することはない」と言及。別の党幹部は「与野党が一騎打ちとなれば、与党が不利なのは明らか。党所属国会議員など出せない」として、与野党相乗りを目指す考えを示す。
　与野党相乗りは、２０２０年東京五輪・パラリンピックの準備を円滑に進める効果も期待できるという側面もある。仮に野党系知事が誕生すれば、安倍晋三政権との対立が生じかねないからだ。
　ただ、そうした都合のいい相乗りに合致する候補が見当たらないのも事実。自民党には人気グループ「嵐」の桜井翔さんの父親で、総務事務次官を１７日付で退く桜井氏を推す動きがあったが、桜井氏は１５日、記者団に「出馬のお話があっても、出るつもりはない」と明言した。
　与党内には「都政の停滞打開のため、政党として主体的に取り組む必要がある」（公明党の山口那津男代表）として、積極的な候補擁立を求める声もあるが、「今回は党派色のない候補に『後乗り』するしかない」（自民党重鎮）という消極論の方が支配的だ。
■　　■
　「野党が協力して候補を擁立し、都政を刷新すべきだ。『４野党プラス市民』の枠組みを大切にしたい」
　共産党の志位和夫委員長は１５日、参院選で共闘する野党４党による統一候補を目指す意向を示した。
　志位氏は「舛添氏を知事に担ぎ出し、全面支援した自公の責任が厳しく問われる」とも述べ、相乗りには否定的だ。生活の党と山本太郎となかまたちの小沢一郎代表も記者団に「４野党プラス都民で支援できる候補者が一番いい」と語った。
　しかし、野党の要の民進党では、主戦論と相乗り論が複雑に交錯している。
　同党の都連幹部は１５日の会合で、党として後継候補を主導的に擁立する方針を確認。党内では「勝てる候補」（党幹部）として、知名度の高い蓮舫代表代行の出馬を求める声が強い。
　ただ、次の参院選東京選挙区で改選を迎える蓮舫氏が都知事選に転出した場合、民進党は貴重な１議席を失う可能性が出てくる。民進党の参院重鎮は「蓮舫氏は出ない。みんながついてこない」と断言した。
　ある民進党都議は「次の都議選を無難に乗り切るために、与野党相乗りの知事がいい」とも打ち明ける。野党は「ポスト舛添」の具体像を描き切らないまま、参院選目前という微妙な時期に辞任に追い込み、かえって苦悩を深めているのが実情のようだ。
　一方、おおさか維新の会の松井一郎代表（大阪府知事）は１５日、橋下徹前代表の都知事選出馬を否定した。（水内茂幸、酒井充）
産経新聞2016.6.15 22:10更新 
【舛添知事辞職】与党、参院選への影響回避に必至　野党は責任追及強める
　東京都の舛添要一知事の辞職が１５日、ようやく決まったことで、夏の参院選（２２日公示、７月１０日投開票）への影響を警戒していた与党には安（あん）堵（ど）が広がった。ただ、問題の影響が尾を引く可能性もあり、ダメージ回避に全力を挙げる。
　「都民に迷惑を掛けたことは甚だ申し訳ない」。自民党の谷垣禎一幹事長は１５日、党本部で記者団にこう述べ、陳謝した。同党都連会長を務める石原伸晃経済再生担当相も「本当に慚（ざん）愧（き）の念に堪えないし、都民に申し訳ない気持ちでいっぱいだ」と述べた。
　参院選への影響について、谷垣氏は「国政と知事個人の政治資金の始末の問題は、すぐに連動するものではない」と指摘。公明党の山口那津男代表も党本部で記者団に「参院選とは次元が違う。あまり影響がないのではないか」と述べ、限定的との見方を示した。ある公明党幹部は「参院選への影響を拡大させずに済んだ」と吐露した。
　与党は参院選を控え、舛添氏の問題を早急に沈静化させたい考えだ。ただ、平成２６年の都知事選で支援した経緯があり、民進党など野党は今後も与党の責任を追及する構えを見せる。
　民進党の枝野幸男幹事長は１５日、横浜市で記者団に「２代にわたって途中辞任するような知事を押し上げた（与党の）責任は、多くの国民が感じているのではないか」と批判。共産党の志位和夫委員長も党本部で記者団に「舛添氏を全面支援した自民、公明両党の製造者責任が問われる」と強調した。
　こうした批判に萩生田光一官房副長官は記者会見で、「（都知事選で舛添氏を）連合東京も推薦した。連合東京は当時の民主党の最大の支持団体。民主党議員に応援した議員もいる」と反論。与党側は野党側の攻撃をかわそうと躍起になっている。
舛添知事、批判に強弁 火に油　「支えた恩返しを」自民からも引導

東京新聞2016年6月16日 朝刊

 　首都東京の「顔」がまた変わる。一連の公私混同問題が不信を招きつつも、自ら退く選択を拒否し続けた舛添要一知事。全会一致で退場を迫る都議会に追い込まれ、ついに折れた。「東京を世界一にする」と訴え、二〇一四年二月に始まった舛添都政の終焉（しゅうえん）。記者会見もせず、説明責任を求める声に最後まで背を向けた。　（都政取材班）

　十五日早朝、自民党都連幹部に一本の電話が入った。舛添氏問題への対応を協議する国会議員や都議の会議の真っ最中。川井重勇（しげお）都議会議長らが慌ただしく席を立った。

　電話の主は舛添氏。「職を辞することを決断しました」。前日まで、辞職をかたくなに拒否していた首都のトップが、折れた瞬間だった。

　「九月まで続けたい知事の思いを実現してあげようと思ったが、合意が得られなかった。なんとかしようと一生懸命考えていたんだが…」。この日、都連幹事長の内田茂都議が発した言葉だ。「不信任案可決、議会解散」という最悪の事態を脱した安堵（あんど）と、問題がここまでこじれたことへの後悔がにじむ。

　家族で泊まったホテルや温泉旅館、美術品に漫画、クイズ本…。不適切な政治資金の支出に世間の批判が高まり、数時間後には、都議会の「退場宣告」が全会一致で突きつけられようとしていた。その文面は「東京都議会は、舛添要一東京都知事を信任しない」。

　■　

　三万件超の批判が寄せられた公私混同問題。その一つが知事公用車の運用だ。神奈川県湯河原町の別荘への行き来が、今年四月までの一年間で四十九回と、毎週のように通っていた。

　記者「都知事がほぼ毎週末、湯河原にいて問題ないのか」

　舛添氏「私の経験では、奥多摩よりはおそらく早く帰ってこられる。何の問題もない」

　疑惑を晴らすどころか、強弁を繰り返して火に油を注いだ。

　「ここまで問題が大きくなる前に、職員が知事に改めるよう何度か進言していたんですよ」。都幹部が声をひそめる。「でも知事は聞き入れなかった。『追及されても説明できる』の一点張りだった」

　■　

　自民は当初、辞職要求に消極的だった。後継候補は簡単には見つからないし、四年後の改選が二〇二〇年東京五輪・パラリンピックの直前。都連幹部は「支える」と舛添氏に伝えていた。

　党内が「辞任やむなし」へと雪崩を打ったのは、今月十二日。安倍晋三首相の側近、下村博文総裁特別補佐が「自民も不信任案にノーとは言えないのではないか」と語ってからだ。首相周辺は「参院選への影響を警戒し、『都議会は早く結論を出せ』という首相の意向」と明かす。

　最後まで知事の座にこだわった舛添氏に、自民都議らは説得を続けた。「おれたちは与党として舛添さんを支えてきた。その与党に不信任案を出させるのか。恩返しのつもりで身を引いてほしい」

　十五日午前、職員を通じて議長に辞職願を出した舛添氏は、夜の本会議で都議に向けて最後のあいさつに立った。「至らぬ都政運営を支えていただき、感謝しています」

　しかし、都民やメディアに向けて記者会見を開き、自らの心境を語ることはなかった。職員と警護のＳＰ数人に見守られ、都庁を去った。

都知事選に向け候補者擁立巡る動き活発化へ
NHK6月16日 4時14分
東京都の舛添知事は、政治資金などを巡る一連の問題を受けて、１５日夜、東京都議会の本会議で、辞職することが正式に決まりました。これを受けて、早ければ来月にも東京都知事選挙が行われることになり、今後、与野党の候補者擁立を巡る動きが、活発化する見通しです。
東京都の舛添知事は、政治資金などを巡る一連の問題を受けて、１５日、辞職願を提出し、１５日夜開かれた東京都議会の本会議で了承され、今月２１日付けで辞職することが正式に決まりました。後任を決める東京都知事選挙は、参議院選挙のあと、「来月１４日告示、３１日投票」、あるいは、「来月２１日告示、８月７日投票」の日程で、東京都選挙管理委員会で調整が進められる見通しです。
これを受けて、自民党は、茂木選挙対策委員長と東京都連の会長を務める石原経済再生担当大臣らが対応を協議し、石原大臣は、「東京オリンピック・パラリンピックを迎えるのにふさわしい方を、相談しながらしっかりと選んでいかないといけない」と述べました。
一方で、党幹部の中からは、舛添知事、猪瀬前知事と、支援した知事が２人続けて「政治とカネの問題」で辞職することになった責任はあるとして、「今回、党本部が主導して候補者を擁立することはできない」という声も出ていて、ほかの党の動向も見極めながら、慎重に調整を進める方針です。
これに対し、民進党は、東京都連の会長を務める松原元拉致問題担当大臣ら、東京都連の幹部が会合を開き、民進党が主導して候補者の擁立を目指す方針を確認し、松原氏は、「２人の都知事が、政治とカネの問題で信頼を失墜させたことから、都民の信頼を勝ち得る候補者を選んでいきたい」と述べました。
また、民進党、共産党、社民党、生活の党の野党４党は、参議院選挙と同様に、都知事選挙でも連携して対応したいとしており、今後、与野党の候補者擁立を巡る動きが活発化する見通しです。
自民 都知事選への対応を協議
NHK6月15日 14時30分
東京都の舛添知事が辞表を提出したことを受けて、自民党の茂木選挙対策委員長は党本部で、東京都連の会長を務める石原経済再生担当大臣や、幹事長を務める内田茂都議会議員らと相次いで会談し、後任を決める都知事選挙への対応を協議しました。
続きを読む
このあと石原大臣は記者団に対し、「次は２０２０年に東京オリンピック・パラリンピックを迎えるのにふさわしい方を、相談しながらしっかりと選んでいかないといけない」と述べました。
また谷垣幹事長は記者団に対し、「党本部としてはバックアップというだけではすまない」と述べました。
舛添知事の後任選びを巡って、自民党内では、東京都選出の閣僚経験者らの名前も取り沙汰されていますが、党幹部の中からは「舛添知事を都知事選挙で支援した責任もあり、今回、主導的に候補者を擁立することはできない」という声も出ており、ほかの党の動向も見極めながら調整が進められる見通しです。
舛添知事の辞職、正式決定　与野党が後任の候補者選びに着手
フジテレビ系（FNN） 6月16日(木)5時11分配信
舛添都知事の辞職にともなって、与野党は後任の候補者選びに着手した。
15日、自民党の谷垣幹事長は「都民がどうお考えなのか、われわれがそれにどう対応していくのか。そこは、少し時間を見て考えたいと思います」と述べた。
自民党は、推薦した舛添氏が辞職に至ったことを受けて、世論を見極めながら慎重に人選を進める方針。
17日、東京都選出の国会議員団が対応を協議し、意見集約を進めることにしている。
15日、民進党の岡田代表は「しっかりと都政を刷新できる、しかも勝てる候補が必要だというふうに思っています」と述べた。
一方、民進党は15日、東京都連の松原会長らが対応を協議し、「クリーンな知事候補を民進党が主導的に選んでいく」との方針を確認した。
民進党や共産党は、野党共闘も視野に入れている。
宇都宮氏「出馬を前向きに検討」　次期都知事選

共同通信2016/6/15 17:02

　2014年の東京都知事選に出馬し落選した、元日弁連会長の弁護士宇都宮健児氏（69）は15日、舛添要一知事の辞任に伴う知事選への出馬について「結論は出していないが、前向きに検討している」と取材に対して明らかにした。支援者から要請を受けているという。

　14年の選挙で宇都宮氏は「脱原発」を掲げて出馬し、次点の約98万票を獲得した。元首相の細川護熙氏（78）と主張が重なって票を分け合う結果となり、舛添氏の約211万票に及ばなかった。

蓮舫氏「仲間の思いは大事にしたい」　都知事選出馬巡り
朝日新聞デジタル2016年6月15日20時55分
■蓮舫・民進党代表代行
　（都知事選への立候補について）大前提として、舛添都知事はまだ（２１日付で辞職するため）辞めていないので、何か言う立場にはありません。今は参院選のことしか考えていません。ただ（立候補に期待する）仲間の思いとか、声とかっていうのは大事にしていきたいと思います。（東京都内で記者団に）
都知事選、自公は「一回休みだよね」　民進・枝野氏
朝日新聞デジタル2016年6月15日20時30分
■枝野幸男・民進党幹事長
　（自民、公明両党が支援した東京都知事の辞職について）２代にわたって知事を押し上げた（自公の）責任は、多くの国民が感じているのではないか。擁立した人たちは普通は一回休みだよねと思います。国政としては安倍政治に対抗し、都政においても舛添都政にしっかり対峙（たいじ）していた野党４党プラス幅広い市民のみなさんの連携は大事にしながら、勝てる候補者を擁立していきたい。（横浜市内で記者団に）
「政治とカネ」、また引導＝刑事責任、検察幹部は慎重－舛添都知事辞職
　東京都知事に２代続けてレッドカードを突き付けた「政治とカネ」の問題。舛添要一知事は公私混同が政治資金規正法違反に当たるとして刑事告発されたが、検察幹部は「支出先は明らかにしており、違法性を問うのは難しい」と慎重な姿勢を見せる。
「当然」「自民に責任」＝与野党、都知事選へ対応急ぐ－舛添氏辞職
　猪瀬直樹前知事は、医療法人グループから現金５０００万円を受け取ったとして、２０１３年１２月に辞職した。その後、公選法違反罪で東京地検特捜部に略式起訴され、罰金５０万円の略式命令を受けた。
　１２年に発足した第２次安倍政権以降では、閣僚４人が辞任に追い込まれた。小渕優子元経済産業相は１４年、関連政治団体が開催した観劇会をめぐり、政治資金収支報告書の収支にずれがあることが発覚し辞任。元秘書が在宅起訴されたが、小渕氏は嫌疑不十分で不起訴処分となった。
　今年１月には甘利明前経済再生担当相が金銭授受問題で辞任する事態に。特捜部は５月、政治資金規正法違反容疑で告発された甘利氏や元秘書らについて不起訴とした。
　政治資金規正法は収入に関して厳格に規定する一方、支出は資産運用などを除き、使途を制限する規定を設けていない。
　舛添氏は規正法違反容疑で告発されたが、検察幹部は使途の妥当性は有権者の判断に委ねるべきだと指摘。「捜査機関が使途の中身まで立ち入るのは、政治活動の自由の侵害にもつながりかねず難しい」と話す。　（2016/06/15-15:17）
舛添都知事発言全文＝都知事辞職
　舛添要一東京都知事の都議会本会議での発言は次の通り。
　私自身、都議会における最後の発言となるので、少しお時間を頂戴いただければと思う。
　２０１４年２月に都知事に就任して以来、東京を世界一の都市とするため、私なりに全力を尽くしてきた。
　誰もが人生の豊かさを実感できる都市にしたい（と考え）、少子高齢化の流れの中で保育施設の充実や地域包括ケアシステムの構築に取り組み、一定の成果もあったのではないかと思っている。
　自然災害の脅威に対しては、特に「東京防災」が好評いただき、ありがたいことだった。そして２０２０年東京五輪・パラリンピック成功のため全身全霊取り組んできたつもりだ。
　今回私自身の問題により都民の皆さまから頂いた４年間という任期の途中でこのような形となり、反省と心残りの念は尽きないが、全て自らの不徳の致すところだ。
　私が最も懸念したのは、オリンピック・パラリンピック大会への影響だ。リオデジャネイロ大会を控える中での選挙は、次期開催都市としてふさわしくないと考えた。そして４年後の東京大会も同様だ。この事態を避けたいと思った。
　しかし、これ以上、都政の停滞を長引かせることは、私にとっても耐え難いことだ。従って、私が身を引くことが一番だと考えるに至り、都知事の職を辞す決意をした。
　２年４カ月という短い期間ではあったが、皆さまには私の至らぬ都政運営を支援し、支えていただき感謝している。
　これからは一都民、一国民として、オリンピック・パラリンピック東京大会の成功、東京都のますますの発展を心から祈っている。以上をもって、私の東京都知事としてのあいさつを終えたい。（時事通信2016/06/15-21:48）
舛添都知事語録
　「（国民が）安心できる国に住んでいるとの実感が持てるよう全力を挙げる」（２００７年８月２７日、厚生労働相就任後に会見で）
　「必ず政界再編を行う。（自民党の）旧態依然の体質は全く変わらなかった」（１０年４月２３日、新党改革結成時の会見で）
　「（自民党を）除名された身なので反感を持つ方がいるのは当然。乗り越えてみんなで力を合わせたい」（１４年１月９日、都議会自民党総会で都知事選出馬表明後、記者団に）
　「世界一のまち東京をつくりたい。何よりも２０年東京五輪に向かって準備しないといけない」（同年２月１２日、知事就任会見で）
　「トップが二流のビジネスホテルに泊まりますか。恥ずかしいでしょう」（１６年４月１日、高額な海外出張費に関し会見で）
　「ルール通りやっている。全く問題ない」（同２７日、公用車で別荘に通っていたことに関し記者団に）
　「精査を指示している」（５月１１日、政治資金収支報告書に虚偽記載があるとの週刊誌報道を受け記者団に）
　「政治的な機微に関わることで、相手方のプライバシーもあるから、答えを差し控える」（同１３日、政治資金を使ったホテルでの会議への出席者を会見で問われ）
　「第三者の厳しい目で調べてもらった方がいい」（同２０日、政治資金問題に関し会見で）
　「生まれ変わったように頑張って、粉骨砕身仕事をする。都民に対して仕事をしないと、死んでも死にきれない」（６月１０日、政治資金問題に関し会見で）
　「どうか少しの猶予をいただきたい。もちろん知事の座にしがみつくということではない。（選挙が）リオデジャネイロ五輪と重なるのは公益にそぐわない」（同１３日、都議会総務委員会の集中審議で辞職を求められ）
　「これ以上、都政の停滞を長引かせることは私にとっても耐え難い。私が身を引くのが一番だと考え、都知事の職を辞する決意をした」（同１５日、都議会本会議での退任あいさつで）
（時事通信2016/06/15-21:03）
テレビの論客、厚労相で脚光＝自民野党転落で新党－舛添氏
　政治資金流用問題で辞職に追い込まれた東京都の舛添要一知事。北九州市の出身で、東大法学部を卒業後、同大助教授などを務めた。国際政治学者として活動する傍ら、テレビの討論番組に多数出演。舌鋒（ぜっぽう）鋭い論客として注目を集めた。
議長の辞職要求拒否＝舛添氏、涙ながらに－都議会
　１９９９年４月の都知事選に無所属で立候補したが、石原慎太郎氏に敗れ落選した。その後、２００１年７月の参院選に比例区から自民党公認候補として出馬。抜群の知名度を生かしトップ当選を果たした。
　０７年７月に再選し、同年８月から安倍、福田、麻生の３内閣で約２年間にわたり厚生労働相を務めた。年金記録やＣ型肝炎の問題などへの対応で脚光を浴び、将来の自民党総裁・首相候補とも目された。
　しかし、０９年８月の衆院選で自民党が惨敗し野党に転落すると、１０年４月に慰留を振り切り離党届を提出。新党改革を旗揚げして代表に就任した。自民党は除名処分となった。
　ところが、新党改革は党勢が伸びず、除名された自民党の支援を受け１４年２月の都知事選に出馬。２１１万票を得て圧勝した。２０年東京五輪・パラリンピックを見据え、次期知事選で再選を目指すとみられていた。　（時事通信2016/06/15-15:36）
舛添都知事問題・識者談話
◇火に油注いだ
　浅野史郎・元宮城県知事の話　初動を間違え、火に油を注いだ。週刊誌報道というぼやを出し、過ちを認めて謝罪すべきだったのに、言い逃れに終止して真摯（しんし）な態度を取らなかった。東京都民は公私混同問題だけでなく、発覚後の態度に怒っていた。元検事の弁護士２人による調査報告書も不十分で、どんどん火が燃え広がった。神経を逆なでするような言い訳ばかりで、対応の誤りに尽きる。危機管理が下手だった。
◇資質のなさが原因
　政治評論家の森田実さんの話　政治家としての資質のなさが全ての原因だ。世のため人のために働くのではなく、私的利益を徹底的に追求した。辞職に追い込まれた大きなきっかけは二つ。家族で宿泊したホテルの代金を政治資金から支払った間違いを認めず、うそをついていないと証明できなかったことと、災害時も湯河原の別荘に通い知事の職責を果たしていないと判断された点だ。しかし、根本は中国服の購入や食事など細かな支出への公金使用というけじめのなさに、東京都民がうんざりしたことにある。参院選への影響は大きく、与党には間違いなくマイナスだ。（時事通信2016/06/15-19:47）
「都政の停滞残念」＝舛添氏辞職で職員
　「都政の停滞は残念」「クリーンな知事を」。２代連続で知事が「政治とカネ」の問題により任期途中の辞職に追い込まれた東京都庁。知事選実施でしばらくトップ不在の状態が続く。職員からは１５日、東京五輪など都政の重要課題への影響を懸念する声が広がった。
　ある幹部は「知事の説明に納得できる人は誰もいないだろう」と指摘。「次は少なくとも４年間をきちんと全うできる人になってほしい」とうんざりした表情で語った。
　一連の問題で都庁には約３万３０００件に上る苦情や意見が殺到した。政策企画局の課長は「いろんな課題があるのに、知事の問題で停滞していた。長引けば長引くほど混乱が大きくなるだけだった」とほっとした様子。３０代の職員は「五輪の準備がある中、混乱を招いたのは残念。次はお金にクリーンな人に」と話した。
　一方、「公私混同は良くないが、ここまで集中攻撃を受けたのはかわいそう。見識の高さを期待していたのだが」（教育庁若手）と同情も。４０代職員は「われわれは一生懸命仕事をするだけ」と気持ちを切り替えていた。　（時事通信2016/06/15-16:47）
「せこい」「辞めるの遅い」＝本来の仕事せずと批判－待機児童の母ら・舛添氏辞職
　東京都の舛添要一知事が辞職願を提出した１５日、待機児童の数が都内で最も多い世田谷区や２０２０年東京五輪の会場となる新国立競技場周辺では、「するべき仕事をしていない」「おごりだ」など都民から厳しい声が上がった。
　世田谷区の保育園の前で、長女（１）を乗せたベビーカーを押していた同区の主婦（４０）は、１年半の育児休暇を取ったものの、保育園に入れることができず退職したという。「（舛添知事は）根本的にせこい。お金の使い方がまひしたのか。次は都民のために尽くす人に知事になってほしい」と話した。
　３歳の娘を持つ同区の主婦佐藤桜さん（３９）は「遅過ぎる。とっとと辞めるべきだった。保育園を視察しても待機児童が減るわけではないが、するべき仕事をしていなかった人だと感じる」とあきれた表情を見せた。
　新国立競技場の建設予定地近くにある渋谷区の東京体育館前では、卓球選手の通訳ボランティアをする中野区の女性（７９）が「都知事がどうなろうと（リオデジャネイロ）五輪には関係ない。自分の進退と関連付けるのはおごり」と語気を強め、「頭はいいかもしれないが心が伴わないと駄目」と突き放した。
　新宿区の都議会議事堂。この日の本会議を傍聴に来た世田谷区の無職楠田時義さん（６５）は、明るみに出た公私混同ぶりに「あまりにせこい。自分で払えばいいのに」。都議会の追及も不十分だったと話し、「疑惑を解明して辞めてほしかった」とすっきりしない様子だった。
　「最後まで曖昧でみっともない」と憤る練馬区の会社役員吉田英雄さん（７６）は「政治家がこんな体たらくでは、新しく選挙権を持つ１８、１９歳が『投票する意味がない』と思ってしまうのではないか」と苦言を呈した。（時事通信2016/06/15-19:00）
「遅きに失した」「弁明ばかり」　舛添氏辞職、都民ため息 
日経新聞2016/6/15 12:33
　東京都の舛添要一都知事が15日午前、都議会議長に辞職願を提出した。政治資金流用疑惑の発覚から２カ月弱。「遅きに失した」「辞めて当然だ」。前日まで「リオデジャネイロ五輪までの猶予を」と未練を見せた舛添氏の姿勢に、都民から厳しい声が相次ぐ。五輪開催決定後、トップが２代続けて“途中退場”する事態。都政の停滞や準備の遅れへの懸念も聞かれた。
　舛添氏は21日に辞職する。15日朝、霧雨の降る都心を行き交う市民の多くは「当然」と受け止めていた。
　東京都板橋区の男性会社員（58）は「税金を自分や家族のために使うなんてトップとしてあるまじき姿。絶対許せない」と突き放す。江東区の男性会社員（45）も「遅きに失した。辞めるなら疑惑が出た直後、１カ月前でよかった」と語った。
　東京都武蔵野市の主婦（69）は知事の説明姿勢に疑問を感じた。「セキュリティーのこともあり、飛行機のファーストクラスくらいは仕方ないかなと最初は思ったが、最後の最後まで弁明ばかり」と語気を強めた。港区の女性会計士（36）も「かなり粘ったなあ。『ルール違反はない』とのことだったが、徐々に不信感が湧いた」。
　東京都八王子市から通勤途中の男性会社員（57）は「ちょっとせこいだけで辞職までするなんて」と、やや意外そう。「選挙には何十億円もお金がかかる。次の選挙まで時間はなく、まともな選挙にならないのではないか」と首をかしげた。
　都政を担う都職員も批判的な意見が目立った。ある局長は「醜態をさらす前の賢明な判断だ」。もっとも在任中の実績については「評価する以前の段階。何も残らない」とばっさり。「嫌な辞め方をする知事が続いている。次こそは堅実に仕事をしてくれる人であってほしい」と漏らした。
　別の局長は「（高額の海外出張費などについて）最後まで事務方に責任を押しつけていた。トップの資質がない」と強調。「知事には大きな組織を率いるリーダーシップ、五輪という国際イベントを遂行できる能力が求められる」と“ポスト舛添”への期待を語った。
　ある部長は「頭がいいので着想力はあるが、やりきる力がなかった」と残念がる。「成長戦略への志向はあった。その路線を引き継いでいかないといけない」と自分に言い聞かせていた。
　４年後の東京五輪・パラリンピックへの影響が取り沙汰される中で「リオ五輪までは残りたい」と繰り返していた舛添氏。スポーツ庁オリンピック・パラリンピック課の担当者は「何があろうと東京大会を成功できるよう、着々と準備を進めていきたい」と淡々と話す。
　五輪組織委の幹部は「森喜朗会長と舛添氏は信頼関係が強かっただけに、次の知事が五輪開催のほか、都税を会場整備に使うことに消極的な人がなると困る」と指摘。「東京五輪が知事選の争点にならなければいいが……」と声を潜めた。
苦学生から人気学者へ　舛添氏の故郷、知人ら「残念」
朝日新聞デジタル2016年6月16日00時55分
　舛添要一氏は、赤貧の少年時代から苦学して大学に進学し、人気政治学者として活躍。一時は、首相候補とまで言われた。立志伝を地でいくキャリアだったが、批判してきた「政治とカネ」で退場を迫られることになった。
　北九州市出身。中学２年で父をがんで亡くし、奨学金を得ながら、高校、東京大へ進んだ。ブログや著書などによると、「一日も早く貧しさからぬけ出したい」と、裸電球の下で勉強したという。
　福岡県立八幡高校で同級生だった男性（６７）によると、成績はいつも学年トップ。陸上部でも短距離競技で活躍していた。「文武両道とは舛添君を指す言葉。今回のことはとても残念だ」。舛添氏を指導した元教諭の男性（８３）も「悲しい。引き際がよくなかった」と声を落とした。
　子ども時代に近くに住んでいた北九州市の７０代男性は「秀才だが全然威張らず、物静かで親孝行だった」と振り返る。高校に入っても石炭用の木箱を勉強机にしていたことは、近所でも有名だったという。
　「信なければ立たず。残念だがやむを得ない。自ら辞職し都政の混乱を防いだのはよかった」と話した。
　１９７９年から東大助教授に。８０年代以降、テレビの討論番組に度々出演し、舌鋒（ぜっぽう）の鋭さで人気を博した。ゼミで２年上だった田中善一郎・東工大名誉教授は「リポートに文章力があり、面白かった。大学に残り研究を続けると思っていたが、テレビで人気が出たからでしょうか……」。
五輪関係者、舛添氏辞職にため息「一から説明しないと」
朝日新聞デジタル阿久津篤史、能田英二2016年6月15日21時30分
　舛添要一東京都知事が１５日、辞職を表明した。２０２０年東京五輪・パラリンピックの開催都市トップの退場に、関係者から戸惑いの声が出た。
　大会組織委員会の森喜朗会長は「開催都市の知事がこのタイミングでかわることは、極めて残念」とコメント。現在、組織委と都、国の３者で、東京大会の会場整備費の負担割合を見直す作業が進んでいる。当初は「仮設施設は組織委、恒久施設は都」としたが、組織委の予算では賄いきれないとして３月末、森氏と舛添氏、遠藤利明五輪担当相が分担の見直しで合意していた。
　森氏は先月２６日、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）との会議後の記者会見で、「（舛添氏は）容易にまとめられないものも早く的確にまとめている」と評価。その矢先の辞職だけに、組織委事務局の幹部は「新知事には一から説明しなければならない」とため息を漏らした。
「セコいことで残念」「辞任これきりに」傍聴に来た都民
朝日新聞デジタル2016年6月15日12時20分
　１５日午前、都庁には午後から予定されている都議会本会議の傍聴を希望する人たちが足を運んだ。
　東京都日野市の大学生、西脇康平さん（２１）は、一連の問題を直接見届けたいと思って来た。「辞職は責任の取り方の一つに過ぎない。一義的に個人の責任問題なんでしょうが、制度としてしっかり公金の不正を取り締まらないとまた同じことが起きてしまう。舛添さんだけの問題で終わってほしくない」と訴えた。
　同市の会社員、中村健（つよし）さん（６５）は「傍若無人な態度にずっと怒りを覚えていた。きっと、都知事選に出馬した時の舛添さんが、今の舛添さんを見たら、透明性を訴えて都民のために戦っていたと思う。前任の猪瀬（直樹）さんしかり、こんなことが繰り返されるので政治不信がずっと起きてしまう。それが悲しい」と話した。
　舛添氏の自宅がある東京都世田谷区。息子と公園でキャッチボールをする舛添氏の姿をよく見たという近所の主婦、平岡静恵さん（６６）は「こういうセコいことで辞職するのは残念です」。都知事選では、社会保障の充実や税金の無駄遣いの削減を期待し、舛添氏に投票した。「不祥事で目立つのではなく、別のことで活躍してもらいたかった。地位が人をつくると言うけど、それが悪い方向になってしまったと思う」
　職場が舛添氏の自宅の近所にある会社員の男性（３２）は、スマートフォンのニュース速報で辞職の意向を知った。「やっとかなと思いました」。政治活動で飲食代などに多少の政治資金を使うのは「しょうがないこと」と感じるが、「舛添さんの場合は、言い訳がましい。答弁も程度が低いと感じました」。次の都知事には、誠実な人物を求める。「不祥事での辞任は、もうこれきりにしてほしい」
舛添知事辞職　怒りの世論「またカネ絡み 情けない」

東京新聞2016年6月15日 夕刊

　延命を図った首都東京のトップが、ついに辞職を決断した。高額の海外出張や公用車での別荘通い、政治資金の流用問題で追い込まれた舛添要一都知事。都議会での不信任決議を前に「リオデジャネイロ五輪後まで猶予を」と粘りを見せたが、最後は折れた。政治とカネを巡り二代続けて知事が任期半ばで退くことになり、都民らからは「情けない」「辞めて当然」との声が上がった。

　首都のトップの辞職劇に、都内外の幅広い人たちから怒りが寄せられた。

　「なぜここまで知事職に固執したのか」。就職活動の合間に都議会本会議の傍聴に訪れた東京都渋谷区の法政大四年楠和博さん（２１）は、辞職が遅きに失したとみる。「票の獲得ありきで著名人を公党が担ぐ、これまでの選挙のあり方にも疑問がある」とした上で「地味でも実務がちゃんとできる人に、次の知事になってもらいたい。自分もそういう人を見極めて投票したい」と話した。

　同様に傍聴に来た東京都八王子市の財団役員岩石英司さん（８３）は「二代続けてトップにペケがついたね」とため息。「辞任で幕引きでは駄目だ。舛添氏を担いだ自民、公明にはなお説明の義務がある」と指摘した。

　兵庫県の友人と二人で傍聴に訪れたという川崎市麻生区の自営業大村佳子さん（３９）は、「都知事はロンドン市長などと肩を並べる日本の顔。連日『セコさ』ばかりが報道され、恥ずかしかった」。辞めないと言い続けた末、辞職を決めた心境を本人の口から聞きたいというが「どうせ彼は最後も心の内は明かさないでしょう」と冷めた表情だった。

　都心の街頭でも厳しい声が聞かれた。ＪＲ新橋駅前（港区）の歩道で一服していた神奈川県藤沢市の会社顧問木下正己さん（６７）は「情けないの一言に尽きる」と吐き捨てた。舛添氏が政治資金を使い、家族と千葉県木更津市のホテルに宿泊したとされる疑惑について「あの時に潔く『申し訳なかった』と謝っていれば良かった。それを正当化したから、うそが雪だるまのように積み重なったのではないか」と指摘。「私利私欲を捨てて政治に取り組んでほしかった。また都知事選でお金がかかってしまう」と嘆いた。

　同駅前のビルで飲食店を営む女性（６６）は、野菜などの入った買い物袋を抱えながら「前の猪瀬さんも金銭絡みで辞めたばかり。同じことを繰り返していて情けない。四年後には東京でオリンピックもあるし、外国人もたくさん訪れているのに恥ずかしい。昔の政治家に比べると、舛添知事はせこい感じがする」と話した。

　駅前広場にいた千葉県船橋市の自営業小島勝夫さん（７３）は「辞めるのが遅い。第三者の弁護士を呼んできたりする前に、もっと潔く謝ったり、辞めていれば良かった。なんだかんだ言い訳していたけど、別荘や旅行に行ってただけではないか。違法ではないのかもしれないけど、こういうことが分かっていれば、誰も投票しなかっただろう。政治資金規正法に触れないのなら、法律を変えなきゃいけないのでは」と話した。

海外メディア「スキャンダルだらけの大会の新たな恥」
NHK6月15日 15時46分
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東京都の舛添知事がみずから辞職する意向を固めたと、１５日午前にＮＨＫが伝えたことなどを受けて、海外のメディアも速報するなど高い関心を示しています。
このうちイギリスの公共放送ＢＢＣは、「リオデジャネイロオリンピックの閉会式では、都知事の代理がオリンピックの旗を受け取ることになりそうだ」と伝えています。
また、フランスのＡＦＰ通信は、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックを巡って、新国立競技場の設計やエンブレムが白紙撤回されるなど問題が相次いだことを念頭に、「今回の問題が大会の開催に影響を与えることはなさそうだが、スキャンダルだらけの大会の新たな恥となった」と指摘しています。さらに「経済が停滞し、低所得層の苦難が増すなか、資金の使い方を巡って大騒ぎになった日本の世論が収まることはなかった」と分析しました。
このほか、ロイター通信は「舛添知事が資金の使い方について説明を拒んだことで、東京都の有権者たちの怒りに火をつけることになった」と伝えました。
舛添知事巡る問題 ネットの関心は
NHK6月15日 21時12分
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舛添知事を巡っては、高額な海外出張や公用車の不適切な使用、そして政治資金の問題などが報じられるたびに、ネットでも高い関心を集めました。ソーシャルメディアのツイッターに投稿されたことばから舛添知事を巡るネットの関心の内容を分析しました。
続きを読む
「舛添知事」などを含むツイートの件数は
まず高額な海外出張について報道されたことし３月から６月１４日までに、舛添知事の名前や「都知事」などのことばを含むツイートの件数を、グラフにしました。舛添知事を巡るツイートは、４月後半から徐々に増え始め、特に５月の中旬からは新たな問題が報じられたり、説明の会見が開かれるたびに高い関心を集めていました。
多くツイートされたことばは
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このうち公用車の不適切な使用について報じられた４月２６日に、舛添知事の名前などとともにツイートされたことばを調べると、「湯河原」「別荘」など、ほぼ毎週末に行っていた別荘に関することばが多かったほか、「驚く」「炎上」など非難することばも投稿されています。
調査結果公表では「クレヨンしんちゃん」
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そして知事が、弁護士とともに調査結果を公表した６月６日には、会見で用いられた「不適切」ということばが多かったほか、政治資金で購入したマンガのタイトルが特に話題になっていました。
不信任案の動きには
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都議会に不信任決議案提出の動きが報じられた６月１４日には、「辞職」「拒否」「猶予」「オリンピック」など選挙となった場合に、オリンピックと重なることなどを理由に猶予を求めた知事の発言についてのことばが、高い関心を集めていました。
辞職の決断についてネットでは
そして１５日、みずから知事を退くことを決断したことについてツイッターでは、批判のほかに、「決断が遅かった」という意見が目立った一方で、「ばく大な税金を使って、また選挙をするのか」という意見や、「公私混同ができてしまう法律の在り方を変えるべき」「こんなことでオリンピックは大丈夫か」という意見も投稿されていました。そのほか、ツイッターでは「次期都知事」というタグとともに、次の都知事になってほしい人、逆になってもらいたくない人、の名前を投稿する動きも始まっています。
※分析には、Ｃｒｉｍｓｏｎ　Ｈｅｘａｇｏｎ　Ｆｏｒｓｉｇｈｔ（ＴＭ）　Ｐｌａｔｆｏｒｍを利用しました。
樺美智子さん命日に追悼集会　６０年安保闘争の参加者ら
朝日新聞デジタル佐藤恵子2016年6月15日20時26分

樺美智子さんの遺影を前に、６０年安保闘争を振り返る参加者＝東京都千代田区の国会前
　１９６０年の日米安保条約改定に反対する学生らのデモに参加し、警官隊との衝突で亡くなった樺（かんば）美智子さん（当時２２）の命日にあたる１５日、東京都千代田区の国会前で追悼集会があった。約４０人が当時の現場近くで黙禱（もくとう）を捧げた。
　集会は、６０年安保闘争に参加した人たちでつくる「９条改憲阻止の会」が呼びかけた。参加者は遺影が置かれた献花台に花を手向け、冥福を祈った。神奈川県藤沢市の無職、渕上太郎さん（７３）は「国家に矛盾があれば闘うのは当たり前のこと。当時は安保改定、今は安保法制の問題がある」。安保法制に反対するデモについては「若い人も参加して盛り上がったが、さらにたくさんの人に声を上げてほしい」と話した。（佐藤恵子）
